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主な内容

■特集　平成19年度当初予算 ……

■選挙のお知らせ……………………

■サンセットパークが道の駅になりました！…
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卒業式
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平成19年度内　町当初予算の概要をお知らせします。

内 町の平成19年度当初予算は、第1回内 町議会定例会で成立いたしました。一般会計予算の総
額は84億2,000万円となりました。平成18年度当初予算と比較しますと14.0％の増額、また平成18年
度決算見込との比較では0.4％の増額となりました。また、一般会計･特別会計（水道事業会計除く）をあ
わせた総額は157億1,430万円となりました。
（※平成18年度決算見込：平成18年度3月補正後予算）

一般会計（歳入・歳出－構成比・対前年度伸び率）

町民税や固定資産税等、
町民の皆さんが町に

納めるお金
身体障害者・老人・児童福祉等
福祉事務事業に使うお金

地方自治体の税源の
不均等を調整し、

どの地域においても
一定の行政サービスを
提供できるよう国から

交付されるお金
小中学校や生涯学習、
体育・文化振興などに
使うお金

事業推進のための借入金
道路や公園整備、
除雪対策などに使うお金

事業推進のため積立金から
取り崩すお金 町債の返済に使うお金

国が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金

交通安全施設の整備や
選挙などに使うお金

県が経費の負担割合に応じて
義務的に負担するお金 保健事業及びごみ処理などの

環境保全事業などに使うお金
町が特定の事業を行う場合、
利用者から徴収するお金 防火水槽、消火栓などの

防火施設の維持管理などに
使うお金消費税の一部が

町に交付されるお金

﹇
対
前
年
度
伸
び
率
﹈

﹇
対
前
年
度
伸
び
率
﹈町税

25億9,449万6千円
（30.8％）

民生費
22億7,284万4千円
（27.0％）

歳入 歳出

教育費
19億2,073万9千円
（22.8％）

土木費
12億1,240万9千円
（14.4％）

公債費
9億4,279万3千円
（11.2％）

総務費
8億5,381万4千円
（10.1％）

衛生費
6億4,940万9千円
（7.7％）

地方交付税
18億5,000万円
（22.0％）

町債
11億4,310万円
（13.6％）

繰入金
8億1,688万7千円
（9.7％）

11.3%

△8.6%

71.1%

69.3%

国庫支出金
7億2,367万1千円
（8.6％）
県支出金

3億7,161万5千円（4.4％）
分担金及び負担金

2億2,828万8千円（2.7％）
諸収入

2億2,523万6千円（2.7％）
地方消費税交付金

2億2,000万円（2.6％）

消防費
2億3,431万1千円（2.8％）

その他
2億4,670万7千円（2.9％）

108.5%

21.9%

3.8%
△8.3%
10.0%
△56.1%

その他
3億3,368万1千円（4.0％）

12.1%

74.6%

△2.7%

2.8%

2.7%

△11.7%

0.0%

13.0%

予算総額　84億2,000万円
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会 計 名

一 般 会 計

合 計

特

別

会

計

公共下水道事業特別会計

霊 園 事 業 特 別 会 計

土地区画整理事業特別会計

新エネルギー事業特別会計

国民健康保険特別会計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

小 計

84億2,000万円

13億8,100万円

3,030万円

1億7,300万円

3,200万円

26億8,700万円

18億2,400万円

11億6,700万円

72億9,430万円

157億1,430万円

73億8,700万円

13億3,000万円

2,350万円

4億4,400万円

3,400万円

22億4,900万円

19億4,700万円

11億2,000万円

71億4,750万円

145億3,450万円

平成19年度当初予算 平成18年度当初予算 増減率

14.0%

3.8%

28.9%

△61.0%

△5.9%

19.5%

△6.3%

4.2%

2.1%

8.1%

会 計 名

水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入

収 益 的 支 出

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

5億7,880万円

6億20万円

5,068万円

1億6,910万円

6億3,080万円

6億2,430万円

6,328万円

1億4,660万円

平成19年度当初予算 平成18年度当初予算 増減率

△8.2%

△3.9%

△19.9%

15.3%

国の三位一体の改革等の影響により、地方の経常的な歳入が減少してきた結果、内 町では平成
15年度以降、毎年基金の取崩しにより収支をまかなってきました。平成19年度当初予算において
も、8億円あまりの収入が不足となり基金を取崩して収支をとっております。その結果、平成19年度
末の基金残高は6億7千万円あまりとなり、危機的な状況となっています。

人件費
16億8,064万円
（20.0%）

扶助費扶助費
99億億9,2622 2万55千円千円
（（11.8%%））
公債費公債費

99億億4,2766万33千円千円
（（11.22））

扶助費
9億9,262万5千円
（11.8%）
公債費

9億4,276万3千円
（11.2）

物件費物件費
133億億1311 1万22千円千円
（（15.4%%））

補助事業補助事業
133億億7,4711万円万円
（（16.3%%））

合計
84億2,000万円

維持補修費
7,770万8千円
（0.9%）

補助費等
7億8,880万4千円
（9.4%）

老人保健特別会計繰出金
1億5,108万1千円（1.8%）

介護保険特別会計繰出金
1億5,996万6千円（1.9%）

国民健康保険特別会計繰出金
1億6,164万5千円（1.9%）

公共下水道事業
特別会計繰出金
5億1,622万5千円
（6.1%） 単独事業

2億722万1千円
（2.5%）

義務的経費
36億1,602万8千円

（43.0%）

その他
6,530万1千円（0.8%）

経常的経費
21億6,782万4千円

（25.7%）

普通建設
事業費
15億8,193万1千円
（18.8％）

繰出金
9億8,891万7千円（11.7%）

物件費
13億131万2千円
（15.4%）

補助事業
13億7,471万円
（16.3%）

一般会計性質別内訳

一般会計・特別会計・水道事業会計
会計別歳入・歳出ー対前年度伸び率

一般会計性質別表

当初予算概要

人 件 費：

扶 助 費：

公 債 費：

物 件 費：

議会議員･職員（含特別職）･各種委員会の報

酬･給料･共済費･退職金など

乳幼児･障害をお持ちの方･高齢者に対する

医療費の助成など、社会保障の一環として援

助する経費

町債（町の借金）の元金･利子、及び一時借入

金の利子

公共施設の管理や機器の保守など、内部業務

にかかる経費

道路など公共施設の維持補修経費

各種団体へ交付される補助金、保険料、ごみ

処理施設の建設負担金など

道路･学校など公共事業に要する経費

災害によって生じた被害の復旧に要する経費

一般会計から国民健康保険や老人保健などの

特別会計に支出される経費

維持補修費：
補 助 費 等：

普通建設事業費：
災害復旧費：
繰 出 金：

用語の意味解説
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「義務教育施設の整備充実」
教育体系の根幹部分に位置する義務教育は市町村行政におい

て最重要な課題の一つとなっています。安全で快適な環境の

中で学べるように施設整備の充実を図ります。

○主な取組み

・内 中学校改築事業

「保育環境と子育て支援施策の充実」
子育て支援のソフト面の充実を図ることによって、子供を生み

育てやすい子育て支援の環境づくりを進めます。

○主な取組み

・子育て支援センターの育児相談機能の向上

・通常保育時間を午後4時から午後6時までに変更

・学童保育クラブにおいて、入所対象児童を4年生までに試行

延長（1施設）

「生活環境の整備と都市機能の充実」
町民の快適な生活環境づくり、都市基盤の整備を促進します。

○主な取組み

・西荒屋地区・宮坂地区の県道東側の下水道面整備

・向粟崎地区の街なみ環境整備事業

・宮坂南線をはじめとする幹線道路新設改良事業

「教育と保健施策等におけるマンパワーの充実」
町民サービスをより豊かなものにするためにマンパワーの充

実に努めます。

○主な取組み

・小学校低学年における30人学級制のための講師を町独自

で雇用

・小学校における英語教育を推進するために常勤講師及び非

常勤講師を雇用

・保健施策の充実策として保健師の増員

平成19年度予算における重点施策　～町民が安心して暮らせる町をめざして～

一緒に考えよう！まちの財布

広報うちなだでは平成19年度、シリーズで財政状況、行財政改革のことをお伝えしていきます

地方のことは地方にという地方分権の政策は、国から地方に交付する地方交付税等を削減し、その分を住

民税に移譲するという政策です。これがいわゆる三位一体改革と呼ばれるものです。これによって国の関与

を少なくし、地方の自由な裁量にゆだねようという政策ですが、これの意味することには、大企業や多くの

働く人が集中する都市部には必然的にお金が集まり、事業所も人口も少ない地方にはお金が集まりにくい図

式になるという側面が潜んでいます。国は交付税額の総枠を縮小すると共に日本全国の自治体に行財政改革集中プランの作成

を義務付けています。多くの自治体は厳しい財政の局面を迎え、待ったなしの改革を迫られているのです。

そして内 町もまた決して例外ではありません。そこで平成19年度広報うちなだでは、シリーズで財政問題や行財政改革、そ

して皆さんの生活に関わること等をお知らせしていきたいと考えています。何が問題で、どういうことになるのか。これらは他人

事ではなく、住民全体の生活に直結することです。一緒に考えていきましょう。

向粟崎地内の道路

地域包括支援センターも人員増加で体制強化新たに移転オープンした子育て支援センター

災害時の避難所にも指定されている内 中学校
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第
一
回
議
会
定
例
会

平
成
19
年
第
１
回
内

町
議
会
定
例
会

第
１
回
内

町
議
会
定
例
会
が
３
月
２
日（
金
）か
ら
14

日（
水
）ま
で
の
13
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
慎
重
審
議
の

結
果
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
提
出
議
案
】

◆
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
平
成
18
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）

補
正
額

１，
０
４
５
万
円

補
正
後
総
額

81
億
３，
７
３
９
万
円

・
石
川
県
海
区
漁
業
調
整
委
員
の
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙

執
行
に
か
か
る
選
挙
費
等

◆
予
算
に
関
す
る
議
案

○
平
成
18
年
度
内

町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

補
正
額

２
億
５，
２
５
６
万
６
千
円

補
正
後
総
額

83
億
８，
９
９
５
万
６
千
円

・
鶴
ヶ
丘
小
学
校
校
舎
の
大
規
模
改
造
事
業
費
等
の
増
額

○
平
成
18
年
度
内

町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

補
正
額

△
１，
７
９
８
万
３
千
円

補
正
後
総
額

12
億
２，
４
９
５
万
６
千
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
18
年
度
内

町
霊
園
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

補
正
額

△
40
万
７
千
円

補
正
後
総
額

２，
２
０
９
万
３
千
円

・
事
業
費
確
定
に
伴
う
精
算
等

○
平
成
18
年
度
内

町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

・
繰
越
明
許
措
置

○
平
成
18
年
度
内

町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額

△
４
０
３
万
４
千
円

補
正
後
総
額

３，
２
３
８
万
円

・
売
電
収
入
の
減
額
等

○
平
成
18
年
度
内

町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
３
号
）

補
正
額

１
億
２，
９
５
９
万
１
千
円

補
正
後
総
額

25
億
３，
７
５
０
万
４
千
円

・
保
険
給
付
費
の
増
額
等

○
平
成
18
年
度
内

町
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

補
正
額

△
４，
４
８
７
万
５
千
円

補
正
後
総
額

19
億
１，
８
８
５
万
９
千
円

・
医
療
費
の
実
績
見
込
み
等
に
よ
る
減
額
等

○
平
成
18
年
度
内

町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）

補
正
額

△
３
５
８
万
１
千
円

補
正
後
総
額

11
億
３，
５
２
２
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対
応
す
る
た
め
の
電
算
シ
ス

テ
ム
改
修
費
等

○
平
成
18
年
度
内

町
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額

△
２，
８
８
５
万
３
千
円

補
正
後
総
額

７
億
５，
１
７
４
万
４
千
円

・
水
道
料
金
の
実
績
見
込
み
等
に
よ
る
減
額
等

○
平
成
19
年
度
内

町
一
般
会
計
予
算
、
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
含
む
７
特
別
会
計
予
算
、
水
道
事
業
会
計

予
算

※
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等

○
内

町
副
町
長
定
数
条
例
に
つ
い
て

・
副
町
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定

○
内

町
企
業
立
地
の
促
進
及
び
雇
用
の
拡
大
に
関
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
企
業
立
地
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
拡
大
を
図
り
本
町
経
済
の
健
全
な
発
展
を
目
指
す
条

例
の
制
定

○
内

町
上
下
水
道
料
金
等
審
議
会
条
例
に
つ
い
て

・
内

町
上
下
水
道
料
金
等
審
議
会
を
設
置
す
る
た
め
の

条
例
の
制
定

○
内

町
助
役
及
び
吏
員
の
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
助
役
及
び
吏
員
の
廃

止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
す
る
た
め
の
条
例
の
制
定

○
内

町
自
治
功
労
者
表
彰
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
自
治
功
労
表
彰
の
対

象
者
に
副
町
長
を
加
え
る
改
正

○
内

町
部
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
行
政
組
織
の
簡
素
化
の
一
環
と
し
て
企
業
局
を
廃
止

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
職
員
の
有
給
の
休
息
時
間
の
廃
止

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
町
長
、
副
町
長
の
給
料
月
額
を
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
20
年
３
月
31
日
の
間
減
額

○
教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
教
育
長
の
給
料
月
額
を
平
成
19
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
の
間
減
額

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

・
３
人
目
以
降
の
子
等
の
扶
養
手
当
額
を
引
き
上
げ
る
改
正

○
内

町
公
共
用
地
取
得
事
業
基
金
条
例
を
廃
止
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
財
源
対
策
と
し
て
、
内

町
公
共
用
地
取
得
事
業
基
金
条

例
を
廃
止

○
内

町
土
地
開
発
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
財
源
対
策
と
し
て
、
土
地
開
発
基
金
の
額
を
２
億
円
か
ら

１
億
円
に
減
額

○
内

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
身
体
障
害
者
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
減
免
の
手
続
き
の

簡
素
化
等
の
改
正

○
内

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

・
保
険
税
率
の
改
正
及
び
税
率
改
正
に
伴
う
保
険
税
の
減

額
措
置
に
係
る
改
正

○
内

町
公
民
館
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
宮
坂
公
民
館
の
位
置
変
更
及
び
白
帆
台
公
民
館
の
名
称

及
び
位
置
を
追
加
す
る
改
正

○
内

町
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
内

体
育
振
興
事
業
団
の
廃
止
に
伴
い
、
内

町
総
合
体

育
館
及
び
内

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
名
称
及
び
位
置

を
追
加
す
る
条
例

○
内

町
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
宮
坂
保
育
所
を
廃
止

○
内

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
設

○
内

町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
退
職
者
被
保
険
者
等
の
増
加
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
運

営
協
議
会
に
被
保
険
等
保
険
者
の
代
表
を
加
え
る
改
正

○
内

町
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
行
政
組
織
の
簡
素
化
の
一
環
と
し
て
企
業
局
を
廃
止

○
内

町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

・
行
政
組
織
の
簡
素
化
の
一
環
と
し
て
企
業
局
を
廃
止

○
内

町
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
排
水
設
備
等
工
事
業
者
の
指
定
、
更
新
時
の
手
数
料
を
定

め
る
改
正

○
金
沢
市
・
か
ほ
く
市
･
津
幡
町
・
内

町
消
防
通
信
指
令

事
務
協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て

・
２
市
２
町
に
よ
り
消
防
通
信
指
令
に
関
す
る
事
務
を
共

同
で
管
理
執
行
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る
協

議
会
を
設
置
す
る

○
石
川
中
央
広
域
市
町
村
圏
協
議
会
の
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

○
石
川
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

○
石
川
県
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
一

部
を
改
正
す
る
規
約
に
つ
い
て

○
石
川
県
市
町
村
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
組
合
規
約
の
変
更
に

つ
い
て

○
石
川
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

○
河
北
郡
市
斎
場
施
設
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規

約
に
つ
い
て

○
河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

◆
契
約
の
締
結

○
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て〔
鶴
ヶ
丘
小
学
校
校
舎
大
規

模
改
修
工
事（
建
築
）〕

◆
そ
の
他

○
内

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

・
西
荒
屋
室
５
２
号
線
を
町
道
と
し
て
認
定

○
内

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

・
幹
４
号
線
東
山
・
内

線
を
廃
止
し
県
道
に
移
管

◆
人
事
案
件
…
同
意

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

砂
山

則
氏
再
任
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知
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①一般的な期日前投票
自営業者の方などや冠婚葬祭の予定のある方、レジャーや買物などの用事で、投票日に投票区内

にいない方など
※印鑑は不要です。また、制度改正により告示日（4月17日（火））は投票できませんのでご注意ください。

②指定病院などにおける不在者投票について
石川県選挙管理委員会が指定した病院、老人ホームなどに入院または入所されている方は、そ

こで不在者投票をすることができます。なお、手続きの関係上なるべくお早めに病院長などにお
申し出ください。

③郵便による不在者投票について
身体障害者（両下肢もしくは体幹、移動機能の障害にあっては１級・２級。心臓、じん臓、呼

吸器、ぼうこう、直腸、小腸の障害にあっては１級・３級）、戦傷病者または介護保険法に規定
する要介護５の認定を受けた選挙人で、町選挙管理委員会より郵便投票証明書の交付を受けてい
る方は郵便による不在者投票を行うことができます。
また、自書が困難と認められる選挙人については、あらかじめ届け出た代理記載人による代理

記載も可能となります。
現在交付を受けている選挙人の方はその有効期限をご確認いただき、新たに交付を希望される

選挙人の方は該当要件、申請の手続等について町選挙管理委員会にお問い合わせください。
※郵便投票による不在者投票の申請については各選挙ごとの申請になりますのでご注意ください。（４月１８日まで（水））

期日前投票・不在者投票のお知らせ

内 町選挙管理委員会では、4月17日（火）午後5時に同選挙立候補届出終了後、ただちに選挙公
報掲載順序くじを執行し、その原稿を印刷業者に持込み印刷します。
翌日、地区公民館の協力を得て、各地区でチラシ等を配布する方 （々班長さんなど）にお届けしま

すが、配布のための日数が非常に少ないため（4月21日（土）配布期限）、各地区の配布される皆様に
は、ご多忙中誠に恐縮に存じますが、選挙公報が届きましたら至急各世帯に配布していただきますよ
うお願い申し上げます。

内 町議会議員選挙公報を配布される皆さんへ！

4月8日（日）は の投票日です 

4月22日（日）は 

4月8日（日）は の投票日です 

の投票日です 

4月8日（日）は の投票日です 

4月22日（日）は の投票日です の投票日です 4月22日（日）は 

●昭和６２年４月２３日以前に生まれた人

●平成１９年１月１６日以前に内 町に転入届をし、引き続き住所を有している人
※投票日前に内 町から転出されますと投票できません。

内 町で投票できる人

統一地方選挙 投票時間は午前7時～午後8時まで

4月18日（水）から4月21日（土）まで期日前投票ができます。
午前8時30分～午後8時
内 町役場１階 会議室

内 町選挙管理委員会 1286-1111

年齢要件

住所要件

投 票 日 に
投 票 所 へ
行けない方 お問い合わせ

詳細は広報うちなだ3月号をご覧ください。

お願い

内 町議会議員選挙
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政治活動、選挙活動についてのお問い合わせは……内 町選挙管理委員会へ 1286-1111
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道
の
駅
・
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
／
男
女
共
同
参
画

皆さんお馴染みのサンセットパークが「道の駅」に登録され、3月15日（木）内 町役場で登録証の伝達式が行わ

れました。町ではかねてより国土交通省に「道の駅」としての登録の申請、要望をしておりましたが、この度晴れて

念願がかないました。式では八十出町長が「地域振興に大いに役立ち、元気で活力のあるまちづくりができると確

信している。県内はもとより全国にも内 町をアピールしていきたい」と挨拶しました。

道の駅「内 サンセットパーク」は内 大橋の南詰に位置し、河北潟ごしに白山連峰や立山・剣岳など北アルプス

の山々を眺望でき、夜になると大橋が色とりどりにライトアップされ金沢市街の夜景も楽しめるなど、ロケーション

は抜群。駐車場は計48台分で、名産、お土産、飲食コーナー、直売所は午前10時から午後7時まで営業しています。

今回駅長に就任した川上充紀さんは「大きな使命を担った気持ちです。地域の人々を元気付ける施設にし、ハード

面でもソフト面でも全国に恥じないモデルになるような展開をしていきたい」と意気込みを語りました。

イベントやフリーマーケットの開催などもさらに充実させていくそうです。皆さんもご家族連れやカップルでぜひ

道の駅「内 サンセットパーク」に足を運んでみてください。

春
は
、
希
望
溢
れ
る
季
節
。
人
々
が
、
更
な
る
目
標
を
持
ち
歩
み
出

す
時
、
内

町
の
男
女
共
同
参
画
施
策
も
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

「
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
ハ
ー
モ
ニ
ー
奏
で
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」
と
、

平
成
19
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計
画
期
間
と
し
て
、
内

町
の
男
女
共

同
参
画
事
業
の
基
本
と
な
る
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
町
で
は
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
町
民
の
皆
様
と
協
働
し
、
こ
の
町
に
暮
ら
す

人
が
皆
、
人
間
と
し
て
の
充
実
感
と
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
、
そ

ん
な
町
を
め
ざ
し
て
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
女
性
で
あ
れ
、
男
性
で
あ
れ
、
そ
の
人

ら
し
く
、
個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
一
人
ひ

と
り
の
輝
く
人
た
ち
が
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
ち
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
る
社
会
で
す
。
今
、
私
た
ち
を

取
り
巻
い
て
い
る
様
々
な
問
題
、
例
え
ば
少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
も
、

男
女
共
同
参
画
の
視
点
を
持
っ
て
対
策
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、

国
や
地
方
で
も
多
様
な
動
き
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
活
き
活
き
と
暮
ら
す
人
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
協
力
し
て

創
り
あ
げ
る
内

町
は
、
人
々
が
将
来
に
夢
を
持
ち
、
子
ど
も
達
へ
安

心
し
て
渡
し
て
い

け
る
そ
ん
な
ま
ち
。

今
日
か
ら
、
さ
あ

一
緒
に
歩
み
ま
し

ょ
う
。

石川県女性相談支援センター
月～金　8：30～17：15
1（076）223－8655

DVホットライン
月～金　9：00～21：00
土日祝　9：00～17：00
1（076）221－8740

『
一
人
ひ
と
り
が
輝
き

ハ
ー
モ
ニ
ー
奏
で
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
』

『
一
人
ひ
と
り
が
輝
き

ハ
ー
モ
ニ
ー
奏
で
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
』

か
な

県内で18番目、内 町に新たな観光拠点誕生

サンセットパークが
「道の駅」になりました！



●日 程 5月3日（木・祝）

10：00～ スポーツカイト競技、子ども凧コンテスト、和凧自由凧揚げ

12：30～ 表彰式（子ども凧コンテスト）

16：30～ 表彰式（スポーツカイト競技）

18：00～ 歓迎レセプション

5月4日（金・祝）

9：00～ 参加者受付（本部テント前）

9：30～ オープニングアトラクション

9：35～ 開会式

10：00～ 和凧コンテスト

15：00～ 表彰式、閉会式

※両日とも、雨天決行です。

●凧揚げ会場 内 海水浴場特設会場

●レセプション会場 内 町文化会館

●そ　の　他 ○会場内外の駐車台数が大変限られております。お車でご来場の際は乗り

合わせ、また町内巡回バスをご利用ください。

○後日、町内用の大会案内チラシを配布いたします。

そよ風が砂浜をただよう5月は、凧揚げに絶好の季節。
ことしもゴールデンウイークは、世界の凧の祭典でお楽しみください。

●お問い合わせ 世界の凧の祭典実行委員会事務局（教育委員会生涯学習課内）

TEL 286-6716（直通） FAX 286-6714 E-mail shogaigakusyu@town.uchinada.lg.jp

http://www.town.uchinada.lg.jp/webapps/www/event/detail.jsp?id=1622

今大会の目玉「たこのハッチャン」
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世
界
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／
プ
ラ
ッ
ツ

Vol.23

●キッズサッカー（17回）
日 時：4/15、5/6、5/20、6/10、6/24、7/15、8/19、9/9、9/23、

10/21以上は8：30～10：00
11/18、12/9、12/16、1/27、2/17、3/2、3/16以上は
13：30～15：00（いずれも日曜日）

参加費：会員3000円（プラッツ会費別）
非会員7000円

対 象：6歳～8歳（幼児年長～小学2年生）
定 員：各学年10名
会 場：清湖小学校グラウンド又は体育館
指 導：町サッカー協会員

●春ハイキング
日 時：5月6日（日）
場 所：鳥越城址 二曲城址
対 象：小学生以上（小学生は保護者同伴です）
参加費：会員500円 非会員１000円
申込み：4/13（金）～4/27（金）まで

●初心者テニス（10回）
日 時：4/18～毎週水曜日 19時30分～21時
場 所：総合公園テニスコート
参加費：会員3000円 非会員8000円
定 員：10名
対 象：一般（高校生以上）

★初心者弓道教室も4/10
から始まっています。
興味のある方、詳細はプ
ラッツ窓口までお電話下
さい。

●Eメール info@platz-u.jp ●ホームページ http://platz-u.jpTEL /FAX.286-1231
スポーツクラブプラッツうちなだ事務局（内　町文化会館内）［月 10時～17時　火～金 10時～18時　第2・4土 13時～17時］ 
 

問い合わせ先

★体育館は滑るので、必ず
内履きをご用意ください。

●4月の会員開放は下記の通りですのでご活用下さい。
＊注 従来第3土曜日だったプール開放が今月より第3日曜日となります。
イベント・セミナー名

プール開放

体育館開放

体育館開放

4/15（日）2コースのみ・5/20

4月はお休み（選挙のため）・5/13

4月はお休み（選挙のため）・5/27

10:00～12:00

13:00～16:00

13:00～16:00

温水プール

向粟崎体育館

勤労者体育センター

日 時 間 場 所
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消
防
だ
よ
り

【
向
粟
崎
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

会
長
島
田
紀
代
美
優
良
婦
人
消
防
隊
員
】

２
月
28
日（
水
）メ
ル
パ
ル
ク
金
沢
郵
便
貯
金

会
館
に
お
い
て
、
第
59
回
日
本
消
防
協
会
定
例

表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
優
良
婦
人
消
防
隊
員

と
し
て
向
粟
崎
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
島
田
紀
代

美
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
58
年
、
向
粟
崎
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
発
足

以
来
、
ク
ラ
ブ
の
会
長
及
び
平
成
７
年
４
月
か

ら
は
内

町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
を
務

め
ら
れ
、
消
防
団
と
の
連
携

を
密
に
し
、
防
火
ク
ラ
ブ
員

の
指
導
・
育
成
の
た
め
、
努

力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

春
季
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し
て
３
月
25

日（
日
）鶴
ヶ
丘
五
丁
目
町
会
に
お
い
て
、
消
防

団
、
消
防
署
、
地
域
住
民
合
同
に
よ
る
火
災
防

ぎ
ょ
訓
練
及
び
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
８
時
に
内

町
を
震
源
と
す
る
震
度

五
の
地
震
が
発
生
し
、
鶴
ヶ
丘
北
公
民
館
一
階

湯
沸
し
室
か
ら
出
火
と
の
想
定
で
、
火
災
防
ぎ

ょ
訓
練
や
地
域
住
民
に
よ
る
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、

怪
我
人
を
救
出
す
る
救
助
訓
練
が
本
番
さ
な
が

ら
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

折
し
も
当
日
は
午

前
９
時
42
分
に
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し

て
お
り
、
あ
ら
た
め

て
実
践
的
な
訓
練
を

行
う
こ
と
の
大
切
さ

を
再
確
認
す
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

消
防
法
に
よ
り
、
多
数
の
者
が
出
入
し
、
勤

務
し
、
又
は
居
住
す
る
防
火
対
象
物
の
管
理
に

つ
い
て
は
防
火
管
理
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
又
、
あ
る
一
定
規
模
の
防
火
対
象

物
の
防
火
管
理
者
は
、
防
火
管
理
講
習
修
了
日

か
ら
５
年
以
内
に
再
講
習
の
受
講
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
講
習
会
は
、
こ
の
様
な
資
格
を
取
得

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

講
習
日

５
月
23
日（
水
）

講
習
費
用

３
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

防
火
管
理
新
規
講
習（
甲
乙
共
通
）

講
習
日

５
月
24
日（
木
）〜
５
月
25
日（
金
）

※
乙
種
に
つ
い
て
は
24
日（
木
）の
１
日
間

講
習
費
用

甲
種

５
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

乙
種

４
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

講
習
場
所

か
ほ
く
市
内
日
角
３
丁
目
１
番
地

か
ほ
く
市
消
防
本
部
２
階
講
堂

受
付
期
間

４
月
16
日（
月
）〜
５
月
11
日（
金
）

受
付
場
所

内

町
消
防
本
部

申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
内

町
消

防
本
部（
予
防
課
）へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
又
、

内

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
消
防
）に
も
内
容
を

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

1
２
８
６
―
３
３
０
１

☆
危
険
物
取
扱
者
と
は

私
達
が
日
頃
、
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
危
険

物（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
軽
油
・
重
油
等
）は
、
取

扱
い
方
法
を
誤
る
と
火
災
等
の
大
き
な
災
害
に

つ
な
が
り
ま
す
。

消
防
法
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
従
業

員
や
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
運
転
手
な
ど
、
一
定

数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
、
又
は
取
扱
う

場
合
に
は
、
危
険
物
取
扱
者
の
資
格
を
持
っ
た

人
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
危
険
物
取
扱

者
の
資
格
を
得
る
為
の
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
願
書
が
内

町
消
防
本
部
予
防
課
に
あ
り

ま
す
の
で
お
越
し
下
さ
い
。

受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

受
付
期
間

４
月
13
日（
金
）〜
４
月
24
日（
火
）

受
付
場
所

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
石
川
県
支
部

そ
の
他
高
校
生
専
用
の
受
験
日
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

1
２
８
６
―
３
３
０
１

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
８
〜
９
割
は
住
宅

火
災
に
よ
る
も
の
で
す
。

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
逃
げ
遅
れ
防
止
の

た
め
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

※
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般
の
住
宅
の
寝
室

及
び
階
段
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
新
築
の
住
宅
等
は
平
成
18
年
の
６
月
か
ら
、

現
在
お
住
ま
い
の
住
宅
等
は
平
成
20
年
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
尚
、
消
防
本
部
等
で
は
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
販
売
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

・
詳
細
は
内

町
消
防
本
部

予
防
課
ま
で

1
２
８
６
―
３
３
０
１

◆
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
伝
達
式

◆
鶴
ヶ
丘
五
丁
目
町
会
に
お
い
て

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
実
施

◆
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得

講
習
会
を
開
催

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
案
内

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
義
務
化

住宅用火災警報器
実物写真

試験日

5月27日（日） 金沢工業大学

小松商工会議所

七尾産業
福祉センター

日本航空学園

6月3日（日）

6月10日（日）

試験会場 時 間

10時～

13時30分～

13時30分～

13時30分～

10時～

10時～

10時～

13時30分～

乙種第四類

甲種
乙種第1～6類
丙種

乙種第四類

乙種第四類

乙種第四類

甲種
乙種第1、2、3、5、6類
丙種

甲種
乙種第1、2、3、5、6類
丙種

甲種
乙種第1、2、3、5、6類
丙種

種 類
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図
書
館
情
報

げ
ん
げ
の

花
が

さ
く
こ
ろ
は

お
ぼ
ろ
月
夜
が

つ
づ
き
ま
す

ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
の

花
び
ら
に

そ
こ
だ
け
夜
が

や
さ
し
く
て

青
い
ひ
か
り
に

ぬ
れ
て
ま
す

大
和
の

国
の

げ
ん
げ
田
は

風
も
お
も
た
く

し
ず
み
ま
す

き
の
う
生
ま
れ
た

白
い
蝶

花
に
う
ず
め
た

ア
ン
テ
ナ
に

遠
い
汽
笛
は

夢
で
し
ょ
か

げ
ん
げ
の

花
が

さ
く
こ
ろ
は

水
も
つ
め
た
く

に
お
い
ま
す

あ
ま
く
う
る
ん
だ

花
び
ら
は

は
る
か
む
か
し
の

思
い
出
を

そ
っ
と
つ
つ
ん
で

ゆ
れ
て
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
ポ
エ
ム
シ
リ
ー
ズ
「
白
い
花
火
」

銀
の
鈴
社
刊

※
げ
ん
げ
…
れ
ん
げ
の
別
名
。

下か

流
り
ゅ
う

志し

向こ
う

内う
ち

田だ

樹
た
つ
る

鈍
感
力

ど
ん
か
ん
り
ょ
く

渡
辺

わ
た
な
べ

淳
一

じ
ゅ
ん
い
ち

日に

本ほ
ん

の
美び

景け
い

上
・
下

山や
ま

と
渓
谷
社

け
い
こ
く
し
ゃ

妻つ
ま

の
口
一

く
ち
い
ち

度
貼

ど

は

り
た
い
ガ
ム
テ
ー
プ

綾
小
路

あ
や
の
こ
う
じ

き
み
ま
ろ

大お
お

江
戸

え

ど

調
ち
ょ
う

査さ

網も
う

栗
原

く
り
は
ら

智
久

と
も
ひ
さ

見み

て
わ
か
る
山さ

ん

野や

草そ
う

の
育そ

だ

て
方か

た

早
川

は
や
か
わ

満み
つ

生お

み
ん
な
の
ス
ッ
キ
リ
！上

大
岡

か
み
お
お
お
か

ト
メ

金
沢

か
な
ざ
わ

上
じ
ょ
う

等と
う

な
ラ
ン
チ

シ
ナ
ジ
ー
株
式
会
社

か
ぶ
し
き
が
い
し
ゃ

報
道

ほ
う
ど
う

被ひ

害が
い

梓
沢

あ
ず
さ
わ

和
幸

か
ず
ゆ
き

新
し
く
入
っ
た
本
の
中
か
ら

そ
れ
で
も「
好す

き
な
も
の
だ
け
」食た

べ
さ
せ
ま
す
か
？

田た

中な
か

葉よ
う

子こ

ひ
と
り
日び

和よ
り

青
山

あ
お
や
ま

七な
な

恵え

【
Ｃ
Ｄ
】

そ
の
時
歴

と
き
れ
き

史し

が
動う

ご

い
た
乱ら

ん

世せ
い

の
英
雄
編

え
い
ゆ
う
へ
ん(

１
〜
５
巻か

ん)

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

【
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

桜
橋

さ
く
ら
ば
し

か
ら
／
松
原

ま
つ
ば
ら

健
之

た

け

し

テ
イ
チ
ク
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

花
の
ノ
ク
タ
ー
ン鶴

岡

千
代
子

歌
人
・
斎
藤
茂
吉
の
長
男
で
、
医

学
博
士
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
多

数
の
著
書
を
持
つ「
モ
タ
さ
ん
」か

ら
の
最
後
の
伝
言
。
期
待
と
不
安

で
老
年
期
を
迎
え
る
団
塊
の
世
代

を
中
心
と
し
た
読
者
に
向
け
て
、

死
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、
そ
れ
を

前
提
と
し
た
生
き
方
に
つ
い
て
、
自

身
の
感
想
も
踏
ま
え
な
が
ら
具
体

的
に
綴
る
。

斎
藤
　
茂
太
　
著

「
い
い
人
生
で
終
わ
る
」

た
め
に
大
切
な
こ
と

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
子
育
て
ハ
ッ

ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス
』
シ
リ
ー
ズ
３

作
の
中
か
ら
特
に
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
を
選
ん
だ
愛
蔵
版
。
子
ど
も
が

輝
き
、
親
が
楽
に
な
る
１
０
０
の

言
葉
を
、
や
さ
し
い
タ
ッ
チ
の
イ

ラ
ス
ト
や
マ
ン
ガ
を
交
え
て
紹

介
。
「
子
供
を
抱
き
し
め
る
」
、

「
愛
情
を
注
ぐ
」
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

明
橋
　
大
二
　
著

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ッ
セ
ン
ス
１
０
０
％

14
歳
、
僕
は
と
こ
と
ん
悩
ん
だ

―
。
若
者
に
人
気
の
お
笑
い
コ
ン

ビ「
千
原
兄
弟
」の
千
原
ジ
ュ
ニ
ア

（
弟
）の
自
伝
的
小
説
。
本
人
が「
二

度
と
戻
り
た
く
な
い
」と
振
り
返

る
ひ
き
こ
も
り
だ
っ
た
少
年
時
代

の
、
そ
の
胸
を
焦
が
す
よ
う
な
想

い
、
そ
し
て
最
後
に
訪
れ
た
光
を
、

独
特
の
感
性
と
鋭
い
人
間
観
察
で

描
い
た
物
語
。 千

原
　
ジ
ュ
ニ
ア
　
著

14
歳

今
月
の
オ
ス
ス
メ
本

毎
月
、
第
二
土
曜
日
に
お
は

な
し
会
を
し
て
い
ま
す
。

絵
本
や
紙
芝
居
を
、
親
子
で
聞

き
に
き
ま
せ
ん
か
？

４
月
14
日（
土
）

午
前
10
時
30
分
〜

図
書
館
児
童
コ
ー
ナ
ー

◆
土
曜
お
は
な
し
会

日
時

場
所４

月
よ
り
、
図
書
館
は
祝
日

も
開
館
い
た
し
ま
す
。（
た
だ
し
、

月
曜
日
と
重
な
る
日
は
休
館
し

ま
す
。）

休
館
日
は
、
月
曜
日
と
年
末
年

始
・
蔵
書
点
検
期
間
中
と
な
り

ま
す
。

※
４
月
29
日
・
５
月
３
日
・
５
月

４
日
・
５
月
５
日
の
祝
日
は
、

開
館
し
ま
す
。

◆
祝
日
開
館
の
お
知
ら
せ

図書館に対するご意見ご感想をお寄せくだ
さい。図書の所蔵や予約は電話やFAXでも
受け付けます。また、ご自宅のパソコンから図
書の検索、予約ができますが、インターネット
予約には事前の登録が必要です。

286-1930
286-1931

http://www.town.uchinada.
ishikawa.jp/ilis/index.html

TEL

FAX



３
月
２
日（
金
）清
湖
小
学
校
の
６
年
生
48
名
が
卒

業
を
記
念
し
権
現
森
公
園
で
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

植
樹
さ
れ
た
の
は
ク
ロ
マ
ツ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
カ
シ
ワ
に
エ

ノ
キ
で
、
い
ず
れ
も
海
岸
部
で
の
環
境
に
強
い
樹
木
で

す
。
子
ど
も
た
ち
は
、「
そ
っ
ち
は
今
何
本
目
？
」「
こ
れ

で
７
本
目
や
」な
ど
と
話
し
な
が
ら
競
う
よ
う
に
植
え

て
い
き
、
あ
っ
と
い
う
間
に
用
意
さ
れ
た
３
１
５
本
の

苗
木
を
す
べ
て
植
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
樹

木
は
20
年
、
30
年
か
け
て
大
き
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
再
び
見
に
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
き
っ
と
ど
ち

ら
も
立
派
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

清
湖
小
学
校
６
年
生
が
卒
業
記
念
植
樹

2
月
27
日（
火
）金
沢
市
役
所
で
第
４
回
金
沢

市
・
内

町
行
政
連
絡
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
市
町
長
が
出
席
し
た
会
議
で
は
、
ま
ず
金
沢

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

金
沢
市
内
事
業
所
、
市
内
在
住
中
小
企
業
従
事

者
を
対
象
と
し
て
い
た
活
動
区
域
を
内

町
に

拡
大
し
、
事
業
の
広
域
化
を
図
る
も
の
で
す
。
そ

の
他
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
報
告
や
今
後
の
予
定

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
内

町
内
の
砂
丘
畑

の
利
活
用
や
機
具
橋
の
今
後
の
対
策
で
協
力
す

る
こ
と
等
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

第
4
回
金
沢
市
・
内
　
町
行
政
連
絡
会

12
2007.4.5

た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

３
月
４
日（
日
）内

町
文
化
会
館
で
内

町
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
７
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「
笑
い
」で
健
康
に
明
る
く
人
生
を
送
る
こ
と
。

第
１
部
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
明
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
筑
波
大
学
名
誉
教
授
の
村
上
和
雄
氏

の
講
演
で
す
。
村
上
氏
は
高
血
圧
の
原
因
と
な
る
酵
素
レ
ニ
ン
発
見
時
の
話
や
笑
い
と

血
糖
値
に
関
す
る
実
験
の
話
な
ど
を
通
し
て
人
間
の
遺
伝
子
の
ほ
と
ん
ど
は
使
わ
れ
て

い
な
い
、
い
わ
ば「
オ
フ
」の
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
が
笑
い
に
よ
り「
オ
ン
」の
状
態
に
な

る
と
現
在
研
究
し
て
い
る
自
説
を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
遺
伝
子
を
解
読
し
て
い
く
う

ち
に
、
一
つ
の
細
胞
内
の
核
の
中
の
染
色
体
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
塩
基
配
列
の
膨
大
で
見
事
な
情

報
に
、
そ
れ
を
作
っ
た
な
に
も
の
か「
サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
ー
ト
」を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
と
話
し
、
そ
の
細
胞
一
つ
ひ
と
つ
が
約
60
兆
個
集
ま
っ
て
い
る
人
間
と
い
う
も
の
の

す
ご
さ
、
素
晴
ら
し
さ
、
一
人
ひ
と
り
の
命
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
橘
家
圓
蔵
師
匠
が
得
意
演
目「
火
焔
太
鼓
」を
演
じ
、
古
典
に
現
代
の
ギ

ャ
グ
を
散
り
ば
め
た
名
人
芸
に
会
場
は
爆
笑
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
い
い
話
と
、
卓
越
し
た
話
芸
に

よ
る
笑
い
に
よ
り
、
遺
伝
子
が
か
な
り
オ
ン
状
態
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
生
涯

学
習
と
い
う
も
の
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

笑
い
で
人
生
を
健
康
に
楽
し
く



内

町
体
育
協
会
主
催
の
第
24
回
内

町
長

距
離
継
走
大
会
が
３
月
21
日（
水
・
祝
）に
、
町
サ

イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
発
着
と
し
、
サ
ン
セ

ッ
ト
ブ
リ
ッ
ジ
内

を
通
過
す
る
１
区
間
3.5
km
の

コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
１
部
か
ら
３
部
ま
で

の
団
体
57
チ
ー
ム
と
個
人
50
名
、
計
２
７
８
名
が

日
頃
か
ら
鍛
え
た
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

団
体
優
勝

１
部
男
子
　
河
北
Ｒ
Ｃ

２
部
男
子
　
内

中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
２
年
生

２
部
女
子
　
内

中
学
校

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
Ａ

３
部
男
子
　
河
北
Ａ
Ｃ
Ｅ

３
部
女
子
　
河
北
Ａ
Ｃ
Ａ

第
24
回
内
　
町
長
距
離
継
走
大
会

㈱
大
京
が
千
鳥
台
地
内
で
開
発
を
進
め
て
い
る

複
合
商
業
施
設（
仮
称
）コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内

の

安
全
祈
願
祭
が
３
月
12
日（
月
）、
小
濱
神
社
で
執

り
行
わ
れ
工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
Ａ
ゾ
ー
ン（
宿
泊
施
設
、
ス
ー
パ
ー

銭
湯
）、
Ｂ
ゾ
ー
ン（
食
品
ス
ー
パ
ー
を
中
心
と
し

た
モ
ー
ル
等
）、
Ｃ
ゾ
ー
ン（
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
衣

料
品
等
）の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
、
Ｃ
ゾ
ー
ン
は
11
月
に
、
Ａ
ゾ
ー
ン
の
ス
ー
パ
ー

銭
湯
は
12
月
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

コ
ン
フ
ォ
モ
ー
ル
内
　
安
全
祈
願
祭
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た
う
ん
フ
ォ
ー
カ
ス

内

町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
３
月
３
日（
土
）、
４
日（
日
）に
サ
イ

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
よ
り
６
年

生
に
進
級
す
る
団
員
を
対
象
に
、
23
名
の
団
員
が
参
加
し
、
講
義
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
の
向
上
、
団
体
の
枠
を
こ
え
て
の
団
員
相
互
の
親

睦
を
図
り
ま
し
た
。

大
根
布
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

鶴
ヶ
丘
小
学
校
　
５
年
　
西
田
　
航

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
と
は
」に
つ
い
て
、
研
修
を
受
け
て
、
リ
ー
ダ

ー
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
心
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
心
と
い
う
の

は
、
笑
顔
・
感
謝
・
反
省
、
そ
し
て
人
に
ゆ
ず
る
こ
と
が
心
だ
と
い
う
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
集
団
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の

た
め
に
」と
い
う
気
持
ち
も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

研
修
②
に
参
加
し
、「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
の
は
楽
し
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
、
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
み
ん
な
の
意
見
を

聞
き
取
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
切
か
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

リ
ー
ダ
ー
研
修
で
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ん
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。

ハ
ニ
ー
ビ
ー
（
女
子
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
）
鶴
ヶ
丘
小
学
校
　
５
年
　
藤
田
　
由
理
子

研
修
①
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
心
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
集
団
ス
ポ
ー
ツ
は
、
一
人
は

み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
プ
レ

イ
が
う
ま
く
て
も
、
心
が
な
い
と
み
ん
な
か
ら
尊
敬

さ
れ
な
い
と
思
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
考
え
方
を
変

え
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

多
々
見
先
生
か
ら
頂
い
た
資
料
は
、
食
事
の
事

や
、
有
名
な
方
々
の
こ
と
も
書
い
て
あ
り
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
②
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
楽
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
違
う
ス
ポ

ー
ツ
の
団
員
の
人
た
ち
と
も
協
力
し
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お

友
達
が
で
き
良
か
っ
た
で
す
。

平
成
18
年
度
　
内
　
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

個
人
優
勝

男
子小

学
生
　
　
　
　
北
　
　
万
太
郎

中
学
生
　
　
　
　
久
瀬
　
陽
一
郎

高
校
生
〜
19
歳
　
堀
江
　
和
真

20
歳
〜
29
歳
　
　
北
川
　
昌
秀

30
歳
〜
39
歳
　
　
田
中
　
法
美

40
歳
〜
49
歳
　
　
川
崎
　
誉
雄

50
歳
以
上
　
　
　
表
　
　
和
夫

女
子小

学
生

素
本
　
茉
侑

中
学
生
　

原
　
　
円
香

40
歳
〜
49
歳

宮
本
　
一
美



総　 務　 課 1286-6720
税　 務　 課 1286-6706

お問い合わせは
こちらまで

役場代表 1286-1111

総 務 部

企画財政課 1286-6723
行財政改革推進室 1286-6723
男女共同参画室 1286-6723
情報政策課 1286-6753
公聴広報室 1286-6753

ま ち づ く り 政 策 部

町民生活課 1286-6701
次世代育成支援対策室

1286-6701
環境対策室 1286-6701
健康推進課 1286-6702
介護福祉課 1286-6703
地域包括支援センター

1286-6750

町 民 福 祉 部

産業振興課 1286-6708
企業立地推進室 1286-6708
都市建設課 1286-6710
北部開発対策室 1286-6710
上下水道課
上　　　水 1286-1115
下　　　水 1286-6718

都 市 整 備 部

生涯学習課 1286-6716
学校教育課 1286-6717

■会　計　課 1286-6707
■監査委員事務局 1286-6730
■議会事務局 1286-6715
■保健センター 1286-6101
■消 防 本 部 1286-3301

■図　書　館 1286-1930
■文 化 会 館 1286-1123
■働く女性の家 1237-6440
■屋内温水プール 1286-1800
■（財）公共施設等管理公社

1286-1800
■社会福祉協議会 1286-6953

教 育 委 員 会
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暮
ら
し
の
情
報

募
　
集

■
職
種
及
び
採
用
人
員

①
事
務
補
助
員（
１
名
）

②
保
健
師（
１
名
）

③
保
育
士（
７
名
程
度
）

■
応
募
資
格

①
〜
③
共
通
で
、
満
年
齢
55
才
以
下
の
普
通
自

動
車
免
許
保
有
者
で
健
康
な
方

②
は
、
保
健
師
資
格
を
有
す
る
方

③
は
、
保
育
士
免
許
保
有
者

①
に
つ
い
て
は
、
パ
ソ
コ
ン
操
作(

簡
単
な
エ

ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド)

が
で
き
る
方

※
年
齢
は
、
平
成
19
年
４
月
30
日
現
在

■
勤
務
条
件

１．

賃
金

職
種
①
及
び
③
は
、
月
額
１
３
５，
６
０
０
円

職
種
②
は
、
月
額
１
７
０，
９
０
０
円

２．

勤
務
日

原
則

月
〜
金
曜
日

３．

そ
の
他

健
康
保
険
、
厚
生
年
金
保
険
、
雇
用
保
険

有
、
そ
の
他
町
規
定
に
よ
る
。

■
雇
用
期
間
▼
平
成
19
年
５
月
１
日
か
ら

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

■
応
募
期
限
▼
４
月
16
日（
月
）

■
応
募
要
領

総
務
部
総
務
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を

期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
面
接
試
験

日
時
、
場
所
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

総
務
課

■
職
種
及
び
採
用
人
員

医
療
事
務（
レ
セ
プ
ト
点
検
）
１
名

■
応
募
資
格

満
年
齢
50
歳（
平
成
19
年
３
月
31
日
現
在
）ま
で

の
健
康
で
医
療
事
務
の
資
格
を
有
す
る
方

■
勤
務
条
件

１．

賃

金

時
給
７
９
０
円

２．

勤
務
時
間

週
５
日
、
概
ね
１
日
４
時
間

３．

勤
務
場
所

内

町
役
場
内

４．

そ
の
他

諸
手
当
な
し

■
採
用
予
定
日
▼
５
月
１
日

■
応
募
期
限
▼
４
月
23
日（
月
）

■
応
募
要
領

健
康
推
進
課
で
交
付
す
る
願
書
、
履
歴
書
を
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
願
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

内

町
教
育
委
員
会
で
は
、
円
滑
な
社
会

教
育
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、「
内

町
社
会

教
育
委
員
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
町
政
の
参
加
を
よ
り
促
進

し
、
皆
様
の
声
を
直
接
社
会
教
育
・
生
涯
学
習

施
策
に
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
下
記
の
と

お
り
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

■
対
象
者

１．

社
会
教
育
の
関
係
者

２．

家
庭
教
育
の
経
験
者
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
代
表
者
、
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
の
実
践

者
等

■
任

期
▼
２
年
間

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
６
回
程
度

■
募
集
人
員
▼
３
名
程
度

■
応
募
期
限
▼
４
月
17
日（
火
）

○
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い
た

し
ま
す
。

○
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
の
適
正
を
図

り
、
事
業
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
「
内

町
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
声
を
国
保
事
業
に
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
次
の
と
お
り
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

■
対
象
者

内

町
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

■
任

期
▼
平
成
19
年
５
月
20
日
か
ら
平
成

21
年
５
月
19
日
ま
で

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
４
回
程
度

■
募
集
人
員
▼
３
名

■
応
募
期
限
▼
５
月
11
日（
金
）

○
応
募
用
紙
は
健
康
推
進
課
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
」
を
公
募
し
ま
す

「
内
　
町
社
会
教
育
委
員
」
を
公
募
し
ま
す

健
康
推
進
課
パ
ー
ト
職
員
募
集

内
　
町
嘱
託
職
員
募
集
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内

町
働
く
女
性
の
家
運
営

委
員
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
会
員
募
集
〜

○
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

内

町
で
は
、
働
く
女
性
及
び
勤
労
者
家

庭
の
女
性
の
日
常
生
活
に
必
要
な
援
助
を
与
え

そ
の
福
祉
増
進
を
目
的
に
「
働
く
女
性
の
家
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
働
く
女
性
の
家
運
営
委

員
会
は
当
施
設
の
運
営
に
関
す
る
基
本
的
事
項

を
審
議
す
る
機
関
で
す
。

こ
の
委
員
会
の
委
員
に
つ
い
て
町
民
の
中
か

ら
公
募
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者
▼
働
く
女
性

■
任

期
▼
２
年
間

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
３
回
程
度

■
募
集
人
数
▼
２
名
程
度

■
応
募
期
限
▼
４
月
17
日（
火
）

○
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
に
準
備
し
て
あ
り

ま
す
。

○
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

内

町
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心

を
育
む
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
組
織
と
し

て
、「
豊
か
な
心
を
育
む
内

町
民
会
議
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
議
の
委
員
に
つ
い
て
生
涯
学
習
を
実

践
し
て
い
る
町
民
の
中
か
ら
公
募
い
た
し
ま
す
。

■
対
象
者

・
内

町
在
住
で
、
満
年
齢
18
歳
以
上（
平
成

19
年
４
月
１
日
現
在
）

■
任

期
▼
１
年
間

■
報

酬
▼
５，
０
０
０
円
／
回

■
会
議
回
数
▼
年
３
回
程
度

■
募
集
人
数
▼
３
名
程
度

■
応
募
期
限
▼
４
月
17
日（
火
）

○
応
募
申
込
書
は
生
涯
学
習
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
い

た
し
ま
す
。

○
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

河
北
郡
市
内
に
お
け
る
未
整
備
森
林
、
里
山

林
、
海
岸
防
風
林
の
手
入
れ
を
通
じ
、
森
林
の

理
解
を
深
め
、
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的

に「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

一
般（
高
校
生
以
上
、
但
し
家
族
で
の
申
込
み
は

小
学
生
以
上
可
）、
各
種
団
体
・
企
業

■
応
募
期
限
▼
５
月
末
日
ま
で

■
申
込
方
法
▼
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
左
記

申
込
先
へ
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

・
河
北
森
林

も

り

づ
く
り
の
会（
石
川
県
津
幡
農
林

事
務
所
）

1
２
８
９
―

４
４
５
６

5
２
８
９
―

４
２
６
８

・
都
市
整
備
部

産
業
振
興
課

豊
か
な
経
験
と
能
力
を
臨
時
的
・
短
期
的
な

仕
事
を
通
じ
て
活
か
し
、
働
く
こ
と
を
通
し
て

社
会
参
加
し
た
い
方
、
ま
た
、「
何
に
も
で
き
な

い
け
ど
草
む
し
り
な
ら
好
き
だ
わ
。」「
掃
除
な

ら
で
き
る
わ
。」
と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、

会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
？

※
大
型
免
許
を
持
っ
て
い
る
方
、
軽
四
ト
ラ
ッ

ク
持
込
で
き
る
方
も
大
歓
迎
。

こ
ん
な
お
仕
事
承
り
ま
す
。

○
庭
木
剪
定
・
除
草（
草
む
し
り
）

○
障
子
・
襖
・
網
戸
張
替

○
包
丁
研
ぎ

○
チ
ラ
シ
配
布
・
宛
名
書
き

○
屋
内
外
清
掃
作
業

○
施
設
管
理
・
倉
庫
整
理
・
駐
車
場
管
理
等

○
洋
服
直
し

○
簡
単
な
電
気
器
具
取
替
等

○
簡
単
な
サ
ッ
シ
関
係
修
理

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

講
習
会
案
内

平
成
19
年
度
Ｓ
Ｐ
事
業
第
１
種
技
能
講
習
会

の
ご
案
内
を
し
ま
す
。
一
般
の
方
及
び
シ
ル
バ

ー
会
員
で
概
ね
60
歳
台
前
半
の
方
を
対
象
に
造

園
講
習
会
と
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）講
習
会
を

左
記
日
程
で
開
催
予
定
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
一
度
お

電
話
下
さ
い
。

【
造
園
講
習
会
】

・
講
習
期
間

６
月
18
日
〜
６
月
27
日（
８
日
間
）

・
講
習
会
場

野
々
市
町
ふ
る
さ
と
歴
史
館

・
申
込
期
間

５
月
１
日
〜
５
月
29
日
ま
で

【
介
護（
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）講
習
会
】

・
講
習
期
間

５
月
23
日
〜
７
月
25
日（
１
３

０
時
間
）

・
講
習
会
場

ニ
チ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
大
額

・
申
込
期
間

４
月
９
日
〜
５
月
７
日

※
申
込
留
意
事
項

○
現
在
、
就
職
中
の
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

○
異
な
る
講
習
へ
の
申
し
込
み
は
可
能
で
す

が
、
申
込
書
１
枚
に
対
し
て
１
コ
ー
ス
の
申

し
込
み
し
か
で
き
ま
せ
ん
。（
同
じ
コ
ー
ス
に

複
数
申
込
を
し
て
も
１
枚
と
み
な
し
ま
す
。）

○
記
入
漏
れ
、
不
明
確
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、

受
講
対
象
外
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。

○
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し
、
受
講
決

定
者
の
み
文
書
で
通
知
い
た
し
ま
す
。

抽
選
漏
れ
の
方
に
は
連
絡
致
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
下
さ
い
。（
受
講
決
定
か
否
か
の

お
電
話
で
の
お
問
合
せ
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。）

○
申
込
締
切
り
は
、申
込
最
終
日
必
着
ま
た
は
、

消
印
有
効
と
致
し
ま
す
。

○
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
条
件

○
働
く
意
欲
の
あ
る
方
に
限
り
ま
す
。

○
雇
用
就
業
を
目
指
す
講
習
会
の
為
、
趣
味
・

教
養
の
た
め
の
受
講
申
込
は
ご
遠
慮
下
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

内

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局

内

町
大
清
台
１
４
０（
内

町
文
化
会
館
内
）

1
２
８
６
―

２
９
９
２

内
　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
！

「
豊
か
な
心
を
育
む
内
　
町
民
会
議
」

の
委
員
を
公
募
し
ま
す
！



「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」は
、
保
健
師
の

増
員
を
行
い
、
そ
れ
に
伴
い
役
場
庁
舎
２
階
フ

ロ
ア
へ
移
り
ま
す
。

高
齢
者
の
支
援
・
相
談
等
は
２
階
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
介
護
保
険
の
申
請
、
手
続

き
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
階
介
護
福
祉
課
窓
口

で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

・
申
請
、
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

介
護
福
祉
課

1
２
８
６
―

６
７
０
３

・
相
談
、
支
援
に
関
す
る
こ
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

1
２
８
６
―

６
７
５
０

内

町
で
は
、
４
月
１
日
よ
り
65
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
に
対
し
、
住
居
用
火

災
警
報
器
購
入
、
設
置
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

○
内

町
に
住
所
を
有
し
、65
歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
で
住
民
税
が
非
課
税
の
方

○
既
存
の
住
宅（
新
築
時
は
対
象
外
）に
設
置

○
４
月
１
日
以
降
の
設
置
・
購
入

■
助
成
金
額

設
置
費
用（
た
だ
し
、
１
０，
０
０
０
円
を
限

度
と
す
る
。）

な
お
、
手
続
き
等
は
役
場
介
護
福
祉
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

平
成
19
年
４
月
よ
り
、
要
支
援
１，

２
及
び

要
介
護
１
の
軽
度
者
に
対
す
る
特
殊
ベ
ッ
ド
等

の
福
祉
用
具
貸
与
の
基
準
に
「
医
師
の
意
見
」

等
に
よ
り
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、
福
祉
用

具
貸
与
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
内

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内

町
で
は
65
歳
の
誕
生
月
の
翌
月（
１
日
生

ま
れ
の
方
は
誕
生
月
）か
ら
支
払
っ
た
医
療
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
今
月
の
該
当
者

昭
和
17
年
５
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

■
申
請
受
付
開
始
日
▼
４
月
26
日（
木
）

※
該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
後
日
案
内
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

歩
道
橋
工
事
に
伴
い
、
左
記
の
通
り
通
行
規

制
を
行
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
場

所
▼
大
根
布
地
内

■
工
事
区
間
▼
１
３
２
ｍ

■
規
制
期
間
▼
５
月
７
日
〜
７
月
20
日

■
作
業
時
間
帯
▼
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
規
制
内
容

◎
歩
行
者
、
自
転
車

作
業
時
間
帯
及
び
こ
れ
以
外
の
時
間
帯
と
も

仮
通
路
を
確
保
し
ま
す
。た
だ
し
５
月
中
旬
と

６
月
中
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
５
日
程
度
通
行
止
め

と
な
り
ま
す
。

◎
車

輌

作
業
時
間
帯
及
び
こ
れ
以
外
の
時
間
帯
と
も

金
沢
市
方
向
は
通
行
可
、
か
ほ
く
市
方
向
は

迂
回
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
５
月
中
旬
と

６
月
下
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
５
日
程
度
通
行
止
と

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

石
川
県
津
幡
土
木
事
務
所

1
２
８
９
―

４
１
６
１
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

庁
舎
２
階
へ
移
り
ま
す

65
歳
か
ら
69
歳
ま
で

医
療
費
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す

〈
広
告
〉

有料広告募集のお知らせ

広報うちなだ、内 町ホームページに
広告を載せませんか！

「広報うちなだ」

○８分の１ページ相当（５８ｍｍ×８９ｍｍ） １０，０００円／１月

○４分の１ページ相当（５８ｍｍ×１８０ｍｍ）２０，０００円／１月

「内 町ホームページ」

掲載する広告はバナー広告で、１ヶ月を単位とし毎月１日を基準日とします。

○１枠（縦５０ピクセル×横１２５ピクセル） ０５，０００円／１月

問い合わせ先：まちづくり政策部　情報政策課

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
火
災

警
報
器
設
置
に
助
成
し
ま
す

要
介
護
軽
度
者
の
福
祉
用
具
貸

与
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

お
知
ら
せ

内
　
橋
歩
道
橋
工
事
に
伴
う

通
行
規
制
の
お
知
ら
せ

工事区間
至金沢市

至かほく市

（ ）
大橋
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平
成
19
年
４
月
か
ら
、
70
歳
未
満
の
方
も
入

院
の
場
合
に
限
り
、
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療

費
は
、
自
己
負
担
限
度
額
を
支
払
う
だ
け
で
よ

く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
国
保
加
入
者
は
、
医
療
機
関
に
総

医
療
費
の
３
割
を
支
払
っ
た
後
、
領
収
証
と
印

鑑
、
保
険
証
を
も
っ
て
役
場
へ
申
請
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
そ
の
手
続
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

○
現
在
入
院
さ
れ
て
い
る
方

代
理
の
方
で
よ
ろ
し
い
で
す
の
で
、
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
を
受
け
取
っ

た
方
は
、
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

○
こ
れ
か
ら
入
院
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

前
も
っ
て
申
請
さ
れ
て
、
認
定
証
を
も
っ
て

医
療
機
関
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
入
院
の
予
定
が
全
く
な
い
方

特
に
申
請
さ
れ
な
く
て
も
結
構
で
す
。

◎
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い

る
世
帯
に
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

◎
申
請
手
続
は
、
世
帯
の
所
得
区
分
で
次
の
と

お
り
異
な
り
ま
す
。

・
限
度
額
適
用
認
定
証

(

住
民
税

課
税
世
帯)

・
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

(

住
民
税

非
課
税
世
帯)

役
場
窓
口
へ
印
鑑
と
国
保
保
険
証
を
持
参
し

申
請
書
に
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

○
「
学
生
納
付
特
例
申
請(

19
年
度)

」

４
月
よ
り
、
学
生
を
対
象
と
し
た
保
険
料
免

除
制
度
「
学
生
納
付
特
例
申
請
」
の
受
付
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際
に
は
、
学
生
証

(

コ
ピ
ー
可)

と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
の
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る

と
、
万
一
、
病
気
や
ケ
ガ
で
重
い
障
害
が
残

っ
た
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
必
ず
学
生
免
除
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
18
年
度
の
学
生
免
除
の
受
付
締
切
り
は
、
19

年
４
月
末
日
と
な
り
ま
す
。

※
19
年
度
の
一
般
免
除(

学
生
以
外)

の
申
請
受

付
は
７
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
、「
小
学
校

３
年
生
ま
で
」
か
ら
「
小
学
校
６
年
生
ま
で
」

に
拡
大
さ
れ
、
同
時
に
所
得
制
限
も
緩
和
さ
れ

ま
し
た
。

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
児

童
の
保
護
者
の
皆
様
に
つ
い
て
は
、
認
定
請
求

等
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特
に
、
新

６
年
生
児
童
の
保
護
者
の
方
で
、
新
規
ま
た
は

額
改
定（
増
額
）の
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は

至
急
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
要
な
も
の
】

①
請
求
者（
保
護
者
）の
認
印

②
請
求
者
名
義
の
預
金
通
帳（
郵
便
局
以
外
）

③
健
康
保
険
証

④
平
成
18
年
１
月
２
日
以
降
に
内

町
に
転

入
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地
の
市
町
村
発
行
の

『
平
成
18
年
度（
平
成
17
年
中
）の
所
得
証
明
書
』

が
必
要
で
す
。

※
申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

■
手
続
き
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園
で
は「
お
や
こ
ペ
ア
・
ル

ー
ム
」を
開
き
ま
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
直

接
園
ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
締
切
ま
す
。
尚
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

■
１
歳
児
コ
ー
ス

○
期
間：

平
成
19
年
５
月
〜
平
成
20
年
２
月

（
９
回
コ
ー
ス
）

○
時
間：

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
対
象

１
歳
児
と
そ
の
保
護
者（
平
成
17
年
４
月
３

日
〜
平
成
18
年
４
月
２
日
生
）

■
０
歳
児
コ
ー
ス

○
期
間：

平
成
19
年
５
月
〜
平
成
20
年
２
月

（
５
〜
６
回
コ
ー
ス
）

○
時
間：
午
前
10
時
〜
11
時

○
対
象

０
歳
児
と
そ
の
保
護
者
（
平
成
18
年
４
月
３

日
〜
平
成
18
年
９
月
30
日
生
）

■
両
コ
ー
ス
と
も

○
条
件：

①
毎
回
出
席
可
能
な
方

②
兄
弟
は
出
席
で
き
ま
せ
ん

○
申
込
み
期
間：

４
月
16
日（
月
）〜
27
日（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

鶴
が
丘
乳
児
保
育
園（
中
川
）

1
２
８
６
―

０
１
３
３

■
期
日
▼
５
月
よ
り
20
回
程
度

■
時
間
▼
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
▼
向
陽
台
保
育
園
ゆ
う
ぎ
室

■
対
象
▼
未
入
園
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

（
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

向
陽
台
保
育
園

表
井
ま
で

1
２
３
７
―

２
６
１
７

※
他
に
園
庭
開
放
も
し
て
お
り
ま
す
。

毎
週
土
曜
日
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

（
雨
天
は
ゆ
う
ぎ
室
で
）

平
成
19
年
度
か
ら
町
県
民
税（
普
通
徴
収
）、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
全
期
前
納
で
納

め
て
い
た
だ
い
た
場
合
に
交
付
し
て
き
ま
し
た

全
期
前
納
報
奨
金
の
交
付
制
度
が
廃
止
に
な
り

ま
し
た
。

口
座
振
替
で
の
全
期
前
納
の
振
替
手
続
き
の

方
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
全
期
分
を
１
期
の
納

期
限
日
で
振
替
で
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
口

座
振
替
で
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

税
務
課

19
年
度
「
お
や
こ
ペ
ア
・
ル
ー
ム
」

参
加
者
募
集

た
の
し
い
よ
！

「
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
へ
の
お
誘
い

全
期
前
納
報
奨
金
制
度
が

廃
止
に
な
り
ま
し
た

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

入
院
の
時
は
、
認
定
証
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
み
で

し
ょ
う
か
？
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平
成
19
年
度
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

に
か
か
る
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
価
格
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
価
格
等
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
及
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お

り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

ま
た
、
所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
固
定

資
産
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
送
付
し
ま
す
納
税
通
知
書
に

『
課
税
資
産
の
明
細
書
』
を
添
付
い
た
し
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧（
閲
覧
）期
間

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
た
だ
し
、
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
縦
覧（
閲
覧
）場
所

内

町
役
場

１
階

税
務
課
窓
口

■
持
参
す
る
も
の

資
産
所
有
者
は
印
鑑
お
よ
び
本
人
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
、

所
有
者
以
外
の
方
の
場
合
は
所
有
者
の
委
任
状

お
よ
び
来
庁
さ
れ
る
方
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

借
地
・
借
家
の
方
が
閲
覧
さ
れ
る
場
合
は
印

鑑
お
よ
び
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
免

許
証
、
健
康
保
険
証
等
お
よ
び
賃
借
契
約
書
等

の
証
明
す
る
書
面
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
部

税
務
課

内

町
で
は
、
平
成
18
年
度
に
国
民
健
康
保

険
税
の
税
率
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
が
、
医

療
費
の
伸
び
が
大
き
く
、
平
成
18
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
は
赤
字
を
計
上
す
る
見
込
み

と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
や
む
な
く
平
成
19

年
度
も
税
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
な
運
営

の
た
め
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

新
税
率

【
医
療
分
】

◇
所
得
割

基
準
総
所
得
金
額
×
８
・
８
％

（
改
正
前
７
・
４
９
％
）

◇
資
産
割

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

額
×
２
３
・
４
％
（
改
正
前
１
９
・
９
８
％
）

◇
均
等
割

被
保
険
者
１
人
あ
た
り

（
年
）３
４，
８
０
０
円
（
改
正
前
３
１，
２
０
０

円
）

◇
平
等
割

１
世
帯
あ
た
り

（
年
）２
７，
６
０
０
円（
改
正
前
２
６，
４
０
０
円
）

【
介
護
分
】

◇
所
得
割

基
準
総
所
得
金
額
×
１
・
２
％

（
改
正
前
１
・
０
８
％
）

◇
資
産
割

土
地
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税

額
×
３
・
６
％
（
改
正
前
３
・
２
９
％
）

◇
均
等
割

被
保
険
者
１
人
あ
た
り

（
年
）
８，
４
０
０
円
（
改
正
前
７，
２
０
０
円
）

◇
平
等
割

１
世
帯
あ
た
り

（
年
）４，
８
０
０
円
（
改
正
前
４，
８
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ
先

・
町
民
福
祉
部

健
康
推
進
課

・
総
務
部

税
務
課

古
紙
類
・
古
着
類
の
拠
点
回
収（
無
料
）

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合
で
は
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
資
源
回
収
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
毎

月
２
回
程
度
日
曜
日
に
古
紙
類
・
古
着
類
の
回

収
を
行
い
ま
す
。

４
月
・
５
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
回
収
日
時
▼
４
月
15
日（
日
）・
29
日（
日
）

５
月
６
日（
日
）・
20
日（
日
）

午
前
９
時
〜
正
午（
雨
天
決
行
）

■
回
収
場
所

河
北
郡
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
正
面
出
入
口

■
回
収
物

新
聞
紙
・
雑
誌（
雑
が
み
）・
段
ボ
ー
ル
・
古

着
類（
古
着
、
タ
オ
ル
類
、
シ
ー
ツ
）

こ
れ
ら
以
外
の
も
の
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

■
注
意
事
項

・
各
自
で
回
収
場
所
へ
持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

・
雑
が
み
は
、
折
り
た
た
み
散
ら
ば
ら
な
い
よ

う
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
古
着
類
は
、
洗
っ
て
な
い
も
の
、
汚
れ
て
い

る
も
の
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
古
着
類
は
、
透
明
な
袋
等
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
事
業
所
か
ら
出
る
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

古
着
・
古
本
の
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー

「
エ
コ
み
ら
い
河
北
」
で
は
、
19
年
４
月
か

ら
古
着
・
古
本
の
「
リ
ユ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
多
く
の
皆
様
の
ご
利
用
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
随
時
皆
様
か
ら
の
古
着
・
古
本
の
提

供
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
｠

■
古

着

ベ
ビ
ー
服
、
子
供
服
、
子
供
用
衣
料
品
、
マ

タ
ニ
テ
ィ
ウ
エ
ア
に
限
定
し
ま
す
。

(

衣
類
は
、
洗
濯
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
下
着
、

靴
下
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。)

｠

■
古

本

小
説
、
趣
味
・
娯
楽
な
ど
の
単
行
本
、
新
書
、

絵
本
、
辞
書
、
図
鑑
等

（
雑
誌
、
漫
画
本
、
社
会
通
念
上
不
適
切
な
書

籍
（
有
害
図
書
）
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。)

■
問
い
合
わ
せ
先

津
幡
町
字
領
家
ル
９
―

１

河
北
郡
市
広
域
事
務
組
合「
エ
コ
み
ら
い
河
北
」

1
２
８
８
―

４
５
４
５

「
労
災
か
く
し
」
と
は
、
労
働
災
害
の
発
生

事
実
を
隠
ぺ
い
す
る
等
労
働
基
準
監
督
署
に
故

意
に
労
働
者
死
傷
病
報
告
書
を
提
出
し
な
い
こ

と
や
虚
偽
の
内
容
を
記
載
し
て
提
出
す
る
も
の

を
い
い
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
違
反
す
る
も
の

で
す
。「
労
災
か
く
し
」
が
行
わ
れ
る
と
被
災

労
働
者
に
対
し
適
正
な
保
護
が
行
わ
れ
な
い
こ

と
、
災
害
発
生
状
況
を
適
正
に
把
握
し
同
種
災

害
の
防
止
対
策
を
樹
立
す
る
な
ど
労
働
基
準
行

政
の
適
確
な
推
進
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
「
労
災
か
く
し
」
の
排
除
に
ご
協
力
下

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
先

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

1
２
６
５
―

４
４
２
６

固
定
資
産
税
の
縦
覧
等
の

お
知
ら
せ

環
境
に
や
さ
し
く
！
〜
河
北
郡
市
広
域

事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

労
災
か
く
し
は
犯
罪
で
す
！

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
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内

町
で
は
、
５
月
下
旬
に
優
良
自
動
車

運
転
者
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
次
の
表
彰
要
件

に
該
当
す
る
方
は
、
①
免
許
証
、
②
無
事
故
無

違
反
証
明
手
数
料
７
０
０
円
、
③
印
鑑
、
を
ご

持
参
の
う
え
、
内

町
役
場
５
階
総
務
課
ま

で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

１．

平
成
19
年
４
月
15
日
ま
で
で
、
５
年
以
上

無
事
故
・
無
違
反
の
方
。

２．

司
法
・
行
政
処
分
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

３．

以
前
に
こ
の
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

■
申
込
締
切
日
▼
４
月
27
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ

総
務
部

総
務
課

次
の
期
間
に
カ
ラ
ス
の
一
斉
駆
除
を
行
い
ま

す
。
該
当
日
に
は
駆
除
範
囲
に
近
付
か
な
い
よ

う
注
意
し
て
下
さ
い
。

■
駆
除
期
間
▼
４
月
20
日
〜
７
月
31
日

■
駆
除
日
▼
４
月
29
日(

日)

、６
月
３
日(

日)

６
月
17
日(

日)

、６
月
30
日(

土)

７
月
１
日(

日)

、７
月
15
日(

日)

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
駆
除
時
間

日
の
出
時
刻
よ
り
午
前
７
時
頃
ま
で

(

６
月
30
日
の
み
午
前
８
時
か
ら
の
駆
除
開
始

と
な
り
ま
す)

■
駆
除
範
囲

能
登
有
料
道
路
周
辺
農
地
―

向
粟
崎
、
大
根
布

県
道
高
松
内

線
周
辺
農
地
―

宮
坂
、西
荒
屋
、室

■
駆
除
方
法

石
川
県
猟
友
会
河
北
支
部
出
動
、
銃
器
に
よ
る

駆
除

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ａ
石
川
か
ほ
く

1
２
８
８
―

７
５
５
５

Ｊ
Ａ
金
沢
中
央

1
２
９
１
―

５
０
０
０

Ｊ
Ａ
金
沢
市

1
２
３
７
―

０
０
６
７

電
波
を
利
用
す
る
に
は
、
無
線
局
の
免
許
が

必
要
で
す
。
免
許
を
受
け
ず
に
開
設
し
た
無
線

局
は
不
法
無
線
局
と
い
い
、
そ
こ
か
ら
発
射
す

る
不
法
電
波
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に

影
響
を
与
え
た
り
、
携
帯
電
話
の
通
話
や
人
名

に
関
わ
る
重
要
な
無
線
を
妨
害
し
て
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

無
線
機
を
買
う
と
き
は
、必
ず「
技
適
マ
ー
ク
」

が
つ
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

不
法
無
線
局
を
開
局
し
た
場
合
に
は
、
電
波

法
違
反
と
な
り
１
年
以
下
の
懲
役
又
は
１
０
０

万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

北
陸
総
合
通
信
局
で
は
、
デ
ュ
ー
ラ
ス（
Ｄ

Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）と
呼
ば
れ
る
最
新
の
電
波
監
視

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
り
、
捜
査
機
関
と
共
同

で
取
締
り
を
強
化
す
る
な
ど
、
い
つ
も
快
適
に

電
波
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
良
好
な
電
波
利
用

環
境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。
不
法
無
線
局

は
犯
罪
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

４
月
、
５
月
の
平
日（
休
日
を
除
く
）、
犬
ふ

れ
あ
い
広
場
を
開
放
い
た
し
ま
す
。

■
開
放
時
間

平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
使
用
条
件

・
使
用
者
は
、
内

町
に
住
所
を
有
し
て
い

る
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と

・
犬
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
で
、
犬
の
登
録
と
狂

犬
病
予
防
注
射
が
す
ん
で
い
る
こ
と

・
犬
の
健
康
管
理
が
で
き
て
い
る
こ
と

■
手
続
き
方
法

・
犬
ふ
れ
あ
い
広
場
使
用
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

・
予
約
に
つ
い
て
は
、電
話
で
も
受
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

保
健
セ
ン
タ
ー

大
正
９
年
に
始
ま
っ
た
河
北
潟
一
周
駅
伝
競

走
大
会
は
、
今
年
で
87
回
を
数
え
る
日
本
で
最

古
の
駅
伝
競
走
大
会
で
す
。
河
北
郡
市
陸
上
競

技
協
会
で
は
、
こ
の
大
会
を
よ
り
盛
り
上
げ
る

た
め
、
広
報
活
動
を
充
実
さ
せ
、
地
元
は
も
ち

ろ
ん
、
県
内
の
方
々
に
も
情
報
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
創
設
当
時
か
ら
の
資
料
が
ほ
と
ん

ど
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
過
去
に
こ
の
駅
伝
大

会
に
出
場
さ
れ
た
方
や
、
伴
走
、
応
援
さ
れ
た

方
、
ま
た
、
お
世
話
を
さ
れ
た
方
々
で
、
当
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写
真
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
資
料
の
提
供
を
し
て
い

た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
？
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

■
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
先

河
北
郡
市
陸
上
競
技
協
会

理
事
長

杉
本

武
史

〒
９
２
０
―

０
３
２
７

津
幡
町
字
庄
ヘ
25
―

10

1
２
８
９
―

２
８
７
７

ペ
ッ
ト
な
ど
で
小
動
物
炉
を
使
用
さ
れ
る
場

合
は
、
焼
骨
の
引
き
渡
し
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
小
動
物
炉
使
用
料（
１
匹
当
り
）

※
管
内
は
、
当
該
小
動
物
の
所
有
者
が
河
北
郡

市
に
住
所
を
有
す
る
場
合
で
す
。

○
受
付
時
間：

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

○
休
業
日：

友
引
の
日
（
但
し
、
８
月
並
び
に
１
月
２
日
、

及
び
12
月
31
日
を
除
く
）、
１
月
１
日
及
び
８

月
15
日

■
問
い
合
わ
せ
先

・
河
北
斎
場

1
２
８
６
―

４
７
７
７

・
町
民
福
祉
部

町
民
生
活
課

犬
ふ
れ
あ
い
広
場
を
開
放
し
ま
す

河
北
潟
一
周
駅
伝
競
走
大
会
の

情
報
を
お
持
ち
の
方
、
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
!!

河
北
斎
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

カ
ラ
ス
の
一
斉
駆
除
通
知

優
良
自
動
車
運
転
者

北
陸
総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

大
型（
10
kg
以
上
）

小
型（
10
kg
未
満
）

管

内

５，
０
０
０
円

３，
０
０
０
円

管

外

１
５，
０
０
０
円

９，
０
０
０
円
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学
び
の
風

今
年
も
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
５
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
に
な
じ
み
が
あ
る
方
も
そ

う
で
な
い
方
も
、
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

■
日

時
▼
４
月
15
日（
日
）

午
後
２
時
〜（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）

■
場

所

内

町
文
化
会
館
１
階
大
ホ
ー
ル

■
出

演

堀
恵
二（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
＆
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者
）

石
川
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

C
am
elB
ird

内

中
学
校
吹
奏
楽
部

X
X
X

（
ト
リ
プ
ル
エ
ッ
ク
ス
）

■
主

催

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
内

実
行
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

陶
芸
に
興
味
の
あ
る
方
、
陶
芸
を
楽
し
み
た

い
と
考
え
て
い
る
方
、
陶
芸
教
室
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
内

町
陶
芸
教
室
で
は
次
の
要

項
で
参
加
者
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

■
開
催
日
時

平
成
19
年
５
月
〜
平
成
20
年
３
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時

教
室
の
ス
タ
ー
ト
は
５
月
９
日（
水
）か
ら
に
な

り
ま
す
。

■
場

所
▼
内

町
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

（
鶴
ヶ
丘
東
保
育
所
と
な
り
）

■
費

用
▼

受
講
料
無
料（
粘
土
代
、
焼
成

費
は
実
費
と
な
り
ま
す
）

■
募
集
定
員
▼
12
名

■
申
し
込
み
方
法
▼

４
月
５
日（
木
）〜
４

月
18
日（
水
）午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電
話
番
号
）

※
た
だ
し
、
定
員
を
越
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
受
講
生
の
決
定
▼

４
月
23
日
以
後
に
本

人
に
直
接
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

■
日

時
▼
５
月
５
日（
土
・
祝
）

（
予
備
日
５
月
６
日
、
及
び
５
月
13
日
）

■
場

所
▼
内

海
岸

大
浜
、
正
面
、
大

根
布
、
マ
リ
ー
ナ
、
権
現
森
の
い
ず
れ
か（
当
日

の
波
の
状
態
を
み
て
決
定
）

■
開
催
方
法

主
催
者
判
断
に
よ
り
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
方
式

■
ク
ラ
ス
▼

ロ
ン
グ
ボ
ー
ド
２
種
、
シ
ョ
ー

ト
ボ
ー
ド
２
種
、
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
１
種

■
参
加
費
▼
２，
０
０
０
円

■
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

内

波
乗
り
愛
好
会

1
０
９
０
ー
３
３
５
６
ー
０
８
１
０

高
齢
者
の
文
化
活
動
を
促
す
と
と
も
に
、
積

極
的
な
生
き
が
い
づ
く
り
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
２
０
０
７
ゆ
う
ゆ
う
石
川
文
化
交

流
大
会
美
術
工
芸
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

作
品
の
出
品
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
介
護

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
募
集
要

項
及
び
申
込
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

■
展
示
期
間
▼
５
月
29
日（
火
）〜
31
日（
木
）

■
展
示
会
場
▼
石
川
県
長
寿
生
き
が
い
セ
ン

タ
ー
「
寿
康
苑
」

■
出
品
作
品

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

■
出
品
資
格

満
年
齢
60
歳
以
上（
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前

に
生
ま
れ
た
方
）の
ア
マ
チ
ュ
ア
。

■
募
集
締
切
▼
５
月
７
日（
月
）ま
で

※
各
作
品
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出
品
規
格
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

町
民
福
祉
部

介
護
福
祉
課

内

町
陶
芸
教
室
生
に
よ
る
作
品
展
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
期

間

４
月
19
日（
木
）〜
25
日（
水
）ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終
日
は
午
前
の
み
）

■
場

所
▼
内

町
役
場

６
階

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
入
場
料
▼
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
情
報 

学
び
の
風 

学
び
の
風 

ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in
内
　
２
０
０
７

第
３
回
　

内
　
町
長
杯
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

陶
芸
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

「エコみらい河北」体験教室のご案内

教室名

オリジナルコップを作ろう
（吹きガラス体験）

4月14日(土)、4月21日(土)、4月25日(水)
5月１９日(土)、5月２０日(日)、5月３０日(水)

ガラスに絵を描こう
(サンドブラスト体験) 4月28日(土)、5月26日(土)

牛乳パックでハガキ作り
(紙すき体験) 4月15日(日)、5月13日(日)

2,000円

500円
（ガラス製品持参）

無料
（紙パック２枚以上持参）

開催日 受講料

河北郡市リサイクルプラザ内「エコみらい河北」では、ガラス工芸や、紙す
きなどを体験することができます（要予約）。

■問い合わせ・ご予約先
河北郡市広域事務組合「エコみらい河北」 1２８８－４５４５

美
術
工
芸
展
　
作
品
募
集

内
　
町
陶
芸
教
室
作
品
展

第3日曜日は家庭の日 家庭や行事で、家族で共に過ごし、絆を深めましょう。
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ま
ち
づ
く
り
談
話
室
／
入
札

4月から、役場等の閉庁時間が午後5時30分に延長されました。
4月から町職員の勤務時間が変更されたことに伴い、下記施設の閉庁〔閉館〕時刻を15分延長し、午後5

時30分までになりましたのでお知らせします。
なお、その他の公共施設の閉館時間に変更はありません。

役場庁舎等閉庁時間変更のお知らせ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
ま
ち
づ
く
り
談
話
室
な
ど
に
お

寄
せ
頂
い
た
ご
意
見
を
抜
粋
し
て
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

公
聴
広
報
室

1
２
８
６
―
６
７
５
３

●
役
場
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

uchinad
a@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
町
長
宛
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

m
ayo
r@
to
w
n.uchinad

a.ishikaw
a.jp

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.to
w
n.uchinad

a.lg
.jp/

内

町
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
が
、
議
場
に
掲
示
し
て
あ
る
職
員
の

担
当
課
と
氏
名
が
大
変
小
さ
く
、
傍
聴
席
か
ら
は
判
読
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

◎
御
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
件
に
つ
い
て
は
、
今
後
議
場
説
明
員
一
覧
表
を
、
本
会
議
傍
聴
受
付

時
に
配
布
す
る
こ
と
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

（
内

町
議
会
は
、
本
会
議
、
委
員
会
共
に
傍
聴
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
町
政
を
身
近
に

見
聞
き
す
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

◎
お
ー
し
ゃ
ん
ル
ー
プ
は
北
鉄
金
沢
中
央
バ
ス
の
試
行
運
行
と
し
て
、
一
昨
年
11
月
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
、
そ
の
後
町
が
運
営
費
を
助
成
す
る
な
ど
し
て
試
行
期
間
の
延
長
を
図
っ
て
き
ま
し

た
が
、
１
便
あ
た
り
の
平
均
乗
車
人
数
が
４
人
と
少
な
く
、
利
用
拡
大
も
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
本
年
３
月
末
を
も
っ
て
打
ち
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
は「
内

町
公

共
交
通
等
検
討
委
員
会
」の
意
見
等
を
参
考
に
、
町
全
域
の
公
共
交
通
を
勘
案
し
、
新
た
な
交

通
体
系
を
具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

お
ー
し
ゃ
ん
ル
ー
プ
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
３
月
末
で
運
行
廃
止

に
な
り
、
大
変
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
復
活
す
る
こ
と
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

『
ま
ち
づ
く
り
町
長
談
話
室
』
開
催
予
定

・
第
１
月
曜
日
（
午
後
６
時
〜
８
時
、
庁
舎
６
階
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
）

・
そ
の
他
の
月
曜
日
（
午
後
１
時
〜
３
時
、
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
）

﹇
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
都
合
に
よ
り
実
施
出
来
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

電
話
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
事
前
に
ご
確
認
下
さ
い
﹈

公園芝管理委託業務（その1）

公園芝管理委託業務（その2）

2月15日

2月15日

1

2

浜本造園

㈲茶谷造園

3,097,500

2,152,500

入 札 名入札月日番 号

（100万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

北部土地区画大学宮坂線歩道舗装工事（その9）

鶴ケ丘小学校校舎大規模改修工事（建築）

2月15日

2月21日

●内 町では、公平な入札・契約を推進するため、入札予定価格の事前公表をしています。対象は予定価格130万円以上の建設工事です。

1

2

松川建設

兼六建設㈱

03,076,500

216,300,000

入 札 名入札月日番 号

（予定価格公表工事130万円以上） （単位：円）

落札業者 契約金額（税込み）

03,309,600

228,551,400

予定価格（税込み）

平成18年度入札契約一覧

閉庁〔閉館〕時間が
変更となった施設

○ 役場庁舎
○ 保健センター
○ 教育センター

これまでの
開閉庁〔開閉館〕時間

午前８時30分～
午後5時15分

4月からの
開閉庁〔開閉館〕時間

午前8時30分～
午後5時30分
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4月13日［金］・20日［金］０歳から３歳までの遊びの教室

親子で絵本やわらべうたを楽しみましょう

手遊び・おはなし・体操など
親子でお気軽にご参加下さい。

4月26日［木］１０：３０～１１：００

★お外でランチ
みんなで公園でお弁当を食べましょう♪
4月17日（火）11：30までにカンガルームにお越し下さい。
持ち物：お弁当、水筒、敷物、おしぼり、その他各自必要な物
※天候や気温により、カンガルーム内での食事に変更になります。

★親子体操教室
対象：あおパンダ（H16年4月生まれ～H17年3月生まれ）

の親子対象
日時：4月21日（土）10：30～11：00
人数：20組（要予約）
※参加希望の方はカンガルームまでお申し込み下さい。

今月の催し物

・あおパンダクラブ
（H16.4～H17.3生まれのお子さん対象）

・きパンダクラブ
（H17.4～H18.3生まれのお子さん対象）

・ピンクパンダクラブ
（H18.4～H19.3生まれのお子さん対象）

※今月のパンダクラブはお休みさせていただきます。5月
よりスタートしますのでお楽しみに！

※各クラスにより開催日が異なりますので、広報・ホーム
ページでご確認下さい。

温
水
プ
ー
ル
／
カ
ン
ガ
ル
ー
ム

カンガルームは４月より下記の住所に移転いたしました。
新 住 所＊内 町字向陽台１－９７

TEL＊（０７６）２３８－３２３３
開館時間＊（月）～（土）９：００～１７：００
休 館 日＊（日）、（祝）

皆様方のご利用をお待ちいたしております。

子育て支援センター

からのお知らせ

TEL・FAX

238-3233
子育て支援センター

からのお知らせ

※5月11日は講師の都合により教室はお休みします。

●温水プール
講座名

始めようスイミング《初級》

始めようスイミング《初級》

ステップアップスイミング《中級》

ステップアップスイミング《中級》

マスターズスイミング《上級》

マスターズスイミング《上級》

アクアビクス《水中エアロ》

アクアビクス《水中エアロ》

ワンポイント･アドバイス

※

※

月

月

木

木

金

金

水

水

金

昼

夜

昼

夜

昼

夜

昼

夜

◎

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

10回

15名

15名

15名

15名

15名

15名

20名

20名

5,600円

5,600円

5,600円

5,600円

5,600円

5,600円

5,600円

5,600円

無料

4月16日～6月25日

4月16日～6月25日

4月19日～6月28日

4月19日～6月28日

4月20日～7月 6 日

4月20日～6月29日

4月18日～6月20日

4月18日～6月20日

4月20日～7月 6 日

曜日 昼夜 期間 回数 定員 受講料

●2階研修室
講座名

エアロビクス

ピラティス《入門》

ピラティス《中級》

火

月

金

△

★

★

9 回

10回

10回

15名

15名

15名

6,300円

7,000円

7,000円

4月17日～6月26日

4月16日～6月25日

4月20日～6月29日

曜日 昼夜 期間 回数 定員 受講料

春の教室受講生募集中
内 町屋内温水プールでは次の通り各種教室の受講生を募集しております。いま話題のメタボリックシンドロームの予防に、

ぜひこの機会をお見逃しなく！アクアビクス（水中エアロ）も加わりさらに充実！！さぁ、一緒に身体を動かしましょう！

ピラティスって？
関節に負担をかけないゆっくりとし
た動きで身体を内側から鍛える100
年の実績を持つエクササイズです。
日常生活の中の様々な不調、体型が
改善されるボディメンテナンスとも言
われています。

昼 13：50～15：00

夜 19：20～20：30

◎ 15：00～15：30

△ 19：30～20：30

★ 19：20～20：20

時間

お問い合わせは
温水プールまでお願いします。
内 町屋内温水プール
1286－1800（担当 酒井）

これまで温水プールでは送迎バスを運行しておりましたが、５月１日から廃止することに
なりました。利用者のみなさまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いい
たします。なお北陸鉄道のバスが温水プール正面まで走っておりますので、そちらをご利
用ください。これまでバスをご愛顧いただきありがとうございました。

お知らせ

※今年度より時間が30分間に変更になります。

カンガルームに助産師さんがやってきます。
育児のこと身体の事など、何でもお気軽にご相
談下さい。

4月24日［火］１０：３０～１２：００
※１０分前にカンガルームまでお集まり下さい。
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知
っ
得
情
報

3月13日（火）まで受付分

●女児16インチ自転車 ●A型ベビーカー　●二段ベッド
●男児用14インチ自転車　●木製ベビーチェア
●子供向けビデオテープ　●子供用ブランコ ●黒色ランドセル
●レコード盤（25年ぐらい前のポピュラー） ●洗濯乾燥機

¡25インチテレビ ¡清湖小男児制服半ズボン（140～150cm）
¡女児ベビー服（100～130cm） ¡キックボクシング用のミット
¡女児用おもちゃ（知育玩具） ¡絵本（女児向け） ¡子供スキーセット
¡使用済毛布 ¡エアロバイク ¡長火鉢 ¡ハイアンドローチェア
¡大根布小学校男児制服上下120cm～130cm ¡碁盤・碁石 ¡事務机
¡ベビーモニター ¡布団乾燥機 ¡中古大正琴 ¡大人用自転車
¡ロデオボーイ ¡県住用あみ戸 ¡子供用自転車18～20インチ（男の子用）
¡内 高校制服上下（170cm以上） ¡向粟崎小学校制服・体操服（130cm以上）
¡鶴ヶ丘小学校制服上着（140cm） ¡鶴ヶ丘小学校制服上着（160cm以上）
¡内 中学校男子・女子制服（160cm以上）
¡内 中学校女子制服夏スカート（150cm）

譲って下さい
（希望品）

¡椅子とテーブル
（50×80cm）
¡女性用ゴルフバック
¡三面鏡
¡ヤマハエレクトーン
¡衣類乾燥機
¡シングルベット（木製）
¡スキーセット（160cm）
¡水槽
¡スキカル＆スキカルハット

譲ります
（提供品）

交渉成立
希望者

環境
対策室

提供者

登
録

（
6
ヶ
月
）

紹
介 登

録

（
6
ヶ
月
）

http://www.town.uchinada.ishikawa.jp/osirase/sittoku
◆不用品リサイクルの登録情報は内 町のホームページでもご覧いただけます。

町民福祉部 町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701登録・問い合わせ先

家具、電気製品、乗り物、日用雑貨、音楽用品、
ベビー用品、制服（町内小中学校）

登録できる品物

無料での提供のみお取扱いします。

【
手
続
き
方
法
】

納
税
通
知
書
・
預
金
通
帳
・
預
金
口
座
使
用
印
を
お
持
ち
の
上
、

左
記
の
金
融
機
関
又
は
役
場
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

北
國
銀
行
・
福
井
銀
行
・
北
陸
銀
行
・
金
沢
信
用
金
庫
・
興
能
信
用

金
庫
・
の
と
共
栄
信
用
金
庫
・
石
川
か
ほ
く
農
業
協
同
組
合
・
郵
便
局

町
税（
町
民
税
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）の
納
付
は
便
利
で
簡
単
な
手

続
き
の
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

会

場

４
月
20
日（
金
）ま
で
に
、
年
会
費
を
添
え
て
各
地

区
学
級
委
員
、
又
は
、
事
務
局
ま
で
申
込
み
し
て

く
だ
さ
い
。

期

間

内

町
役
場
内

１
階

町
民
ホ
ー
ル
ほ
か

会

費

申

込

は
ま
な
す
大
学
事
務
局（
文
化
会
館
内
）

1
２
８
６
ー
１
１
２
３

問
い
合
わ
せ
先

年
１，
０
０
０
円

平
成
19
年
５
月
〜
平
成
20
年
３
月（
15
回
の
講
座
）

町
内
在
住
で
、
年
齢
60
歳
以
上
の
方

対

象

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
、
様
々
な
分
野
の
講
師
を

招
き
、
新
し
い
知
識
や
教
養
を
身
に
付
け
る
と
共

に
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と

を
目
指
す
。

目

的

平
成
19
年
度
は
ま
な
す
大
学
学
級
生
募
集

内

町
働
く
女
性
の
家

と
こ
ろ

４
月
20
日（
金
）午
後
１
時
〜
４
時

と

き

相
隣
関
係
、
家
族
、
相
続
、
登
記
、
交
通
安
全
、
税
金
、

年
金
、
消
費
生
活
、
役
所
の
窓
口
、
公
共
施
設
な
ど

今
月
の
人
権
・
行
政
相
談

総
務
部

税
務
課

問
い
合
わ
せ
先

今
月
の
納
税
納
期
限

平
成
19
年
5
月
1
日（
火
）

町
税
は
納
期
内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う

◆
国
民
健
康
保
険
税

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
第
1
期
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保
健
セ
ン
タ
ー

メタボリックシンドローム改善を応援します！

メタボなくし隊※メタボの会の詳細は「保健センターだより」をご覧ください。

平成18年度のはつらつ健診から、「腹囲測定」を取り入れ、血液検査の内容とあわせてメタボリッ
クシンドローム、メタボリック症候群予備軍の方が早期に生活習慣を改善できるようにしました。
また、今年度ははつらつ健診等の結果から、メタボリックシンドロームの方を対象に2次検査とし

て「糖負荷試験とインスリン定量検査」を実施しました。この検査を受けた方のうち、生活習慣改善
を支援する健康教室「生活習慣病予防セミナー・メタボの会」に参加し、4か月間がんばった皆さん
の結果をお知らせします。

メタボくんたちの体験レポート

Ａさん（女性）のメタボの会　ビフォア・アフター

教室を終えての一言です♪

メタボリックシンドローム改善を応援します！

市販の味が甘かったり、濃く感じるようになった。
自分の口が薄味に慣れてきた。

我慢することが最初はつらく、慣れるまで１週間
は大変だったけど、そのうち苦でなくなった。

運動だけ、食事だけではダメや。両方ともせんと、
結果でんね。 今度の健診まで、この成果を維持しんなんね。

プール寒いかと思ったけど、足腰の負担少ないし、
楽しかった。

生活を見直し、自分の身体の中の健康状態がイメ
ージできたから、これからが本当のスタート

目標（標準体重や、まず現体重の５％減少）があ
ったからがんばれた！

TEL.286-6101

4月17日［火］
平成17年9月生

4月24日［火］
平成18年12月生 対象

5月15日［火］
平成17年10月生対象

6月12日［火］
平成17年11月生
受付時間

13：00～14：00

対象

対象

5月22日［火］
平成19年1月生対象

6月19日［火］
平成19年2月生
受付時間

13：00～14：00（ ） （ ）
対象

★公費対象は、生後6か月未満児です。
（受付時間／13：00～14：00）

6月 5日［火］
平成16年2月生
受付時間

13：00～14：00

対象

4月10日［火］
平成15年12月生対象

5月 8日［火］
平成16年1月生対象

乳幼児健診・予防接種

（ ）

保健センターでは、
月に１回、

健康相談日を設けています。
お気軽にご利用ください。

次回は、

6月11日［月］です。

5月14日［月］平成19年

会場 保健センター
時間 15：00～17：00

※栄養相談は
事前にご連絡
ください。

子どもの育児相談・
栄養相談※

健診後の健康相談
肥満、糖尿病、
高血圧などの相談
心の健康相談

5月 7日［月］
平成19年1月生対象

対象

7月 2日［月］
平成19年3月生対象

6月 4日［月］
平成19年2月生

5～6か月児の離乳食教室

4月25日［水］
13：30～15：00

会場：カンガルーム内
（受付・身体計測／13：00～13：30）

テーマ

『こどもたちの
栄養を考えよう』
離乳食すすんでる？

5～6か月児以外の方でも、
離乳食のすすめ方などで聞きたいことが

ある方はお越しください。

月～金曜日
9：00～12：00／13：00～17：00

土曜日
9：00～12：00

※お部屋での飲食はご遠慮ください。
※上記の健診・予防接種・教室がある
時間帯と4月13日・27日の午前中
は利用できません。

メタボリック
シンドローム

メタボリック
予備軍♪

メタボリックシンドローム：①＋②～④のうち2項目該当
メタボリック予備軍：①＋②～④のうち１項目該当

①腹囲（ウエスト周囲径）

（体　　重）

②高脂血症
中性脂肪

HDLコレステロール
血圧

空腹時血糖
（HbA1c）

メタボ診断基準
男性85cm以上
女性90cm以上

（標準体重56.3kg）
150mg/dl以上
40mg/dl未満

130/85mmHg以上
110 mg/dl以上
（5.5％以上）

ビフォア

105.5

71.8
172
50

176/116
96
5.2

アフター

99.5

67.0
86
53

135/98
86
5.2

④高 血 糖

③高 血 圧
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ヘ
ル
ス
カ
レ
ン
ダ
ー
／
当
番
医

保志場医院（産婦・内・小）

船木整形外科医院

サンクリニックやまだ（小・内）

かねだ医院（内・神経内）

金原皮膚科医院

かほく市白尾イ44-1 TEL.283-4353

津幡町潟端461-10 TEL.289-3929

かほく市高松ヲ2-6 TEL.281-1164

内 町アカシア1丁目48 TEL.237-7950

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞等
でご確認ください。

22［日］

29［日］

30［月・休］

4［金・祝］

4月
April

15［日］

久保医院（内・小）

木島脳神経外科クリニック
かほく市宇野気ヌ167 TEL.283-0017

津幡町北中条3街区1番 TEL.289-7430

紺谷医院（内・小）

さいとうクリニック（皮・形成）
かほく市木津ヘ12-1 TEL.285-0020

津幡町潟端371-1 TEL.288-4540

茶谷医院（内・小）

酒井医院（内・小・外）
内 町西荒屋53 TEL.286-8478

津幡町加賀爪ホ30 TEL.289-2006

角田医院（内・小）

たなべ眼科医院

河北中央病院（内）

土島整形外科医院

政岡医院（内・小）

山崎外科胃腸科医院

かほく市高松ナ15-1 TEL.281-0012

津幡町北中条8-57-1 TEL.289-6340

津幡町津幡ハ104 TEL.289-2117

内 町旭ケ丘148 TEL.238-4858

内 町鶴ケ丘4丁目1-265 TEL.286-1766

津幡町加賀爪リ20 TEL.289-2288

13［日］

田中医院（耳鼻咽喉科）

一林医院（内・小）
内 町向陽台2丁目224 TEL.237-6923

津幡町庄ウ3 TEL.289-2002

宗平内科医院（内・循・神内）
津幡町井上の荘2丁目1-1 TEL.288-7600

かほく市高松ノ90甲 TEL.281-0069

5［土・祝］

4月～5月

20［日］

27［日］

6［日］

松岡医院（内・小）

秋山クリニック（胃腸・内・肛門）
津幡町越中坂90 TEL.288-1013

内 町ハマナス1-8-1 TEL.286-8843

5月
May

3［木・祝］

３才児 ４か月児１才６か月児

平成19年度 親子ヘルスカレンダー 内 町保健センター

●対象の方には、「お知らせ」「予診票」を郵送いたします。 ●対象の方には、「お知らせ」「接種券・予診票」を郵送いたします。
●個別接種（DPT3種混合/麻疹風疹混合ワクチン/日本脳炎）については、指定医
療機関で接種します。該当年齢になりましたら、順に「接種券・予診票」を
郵送いたします。

《注意事項》
＊結核予防のための接種です。＊接種期間は生後６か月までです。
＊接種後４週間は他の予防接種は受けられません。

《注意事項》
＊ポリオ（急性灰白髄炎）予防のための接種です。
＊接種期間は、生後90か月（7才6か月未満）までです。
＊6週間以上の間隔で2回経口投与します。
＊接種後４週間は他の予防接種は受けられません。

会場s内 町保健センター 受付s13：00～14：00 会場s内 町保健センター 受付s13：00～14：00

予 防接種（集団接種）乳 幼児健康診査

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2月

3月

４月10日（火）

対象15年12月生

５月８日（火）

対象16年１月生

６月５日（火）

対象16年２月生

７月10日（火）

対象16年３月生

８月７日（火）

対象16年４月生

９月11日（火）

対象16年５月生

10月９日（火）

対象16年６月生

11月６日（火）

対象16年７月生

12月４日（火）

対象16年８月生

１月８日（火）

対象16年９月生

２月５日（火）

対象16年10月生

３月４日（火）

対象16年11月生

４月17日（火）

対象17年９月生

５月15日（火）

対象17年10月生

６月12日（火）

対象17年11月生

７月17日（火）

対象17年12月生

８月21日（火）

対象18年1月生

９月18日（火）

対象18年２月生

10月16日（火）

対象18年３月生

11月13日（火）

対象18年４月生

12月11日（火）

対象18年５月生

１月15日（火）

対象18年６月生

２月12日（火）

対象18年７月生

３月11日（火）

対象18年８月生

４月24日（火）

対象18年12月生

５月22日（火）

対象19年１月生

６月19日（火）

対象19年２月生

７月24日（火）

対象19年３月生

８月28日（火）

対象19年４月生

９月25日（火）

対象19年５月生

10月23日（火）

対象19年６月生

11月20日（火）

対象19年７月生

12月18日（火）

対象19年８月生

１月22日（火）

対象19年９月生

２月19日（火）

対象19年10月生

３月18日（火）

対象19年11月生

ＢＣＧ接種 ポリオ生ワクチン投与

４月２日（月）

対象18年12月生

５月７日（月）

対象19年１月生

６月４日（月）

対象19年２月生

７月２日（月）

対象19年３月生

８月６日（月）

対象19年４月生

９月３日（月）

対象19年５月生

10月１日（月）

対象19年６月生

11月５日（月）

対象19年７月生

12月３日（月）

対象19年８月生

１月７日（月）

対象19年９月生

２月４日（月）

対象19年10月生

３月３日（月）

対象19年11月生

① 4月23日（月）

対象17年12月～18年2月生【2回目】

②5月14日（月）

対象18年3月～18年5月生【2回目】

③5月21日（月）

対象18年6月～18年8月生【1回目】

④5月28日（月）

対象18年9月～18年11月生【1回目】

①9月10日（月）

対象18年6月～18年8月生【2回目】

②10月15日（月）

対象18年9月～18年11月生【2回目】

③10月22日（月）

対象18年12月～19年2月生【1回目】

④10月29日（月）

対象19年3月～19年5月生【1回目】

H19年

4月

H20年

1月
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ゴ
ミ
収
集
／
人
口

ごみ搬出量平成19年2月分

480.52
（△ 90.59）

18.84
（△ 6.82）

505.21
（△ 96.96）

18.81
（△ 3.60）

15.28
（△ 3.47）

もえるごみ
（対前月比）

平成19年

514.89
（△ 76.92）

532.74
（△ 71.13）

16.25
（△ 10.59）

平成18年

△ 34.37

△ 27.53

△ 0.97

差引（ － ）

△ 6.68％

17.85
（5.79） 0.99 5.55％

19.76
（△ 2.63） △ 0.95 △ 4.81％

△ 5.17％

△ 5.97％

増減率

もえないごみ
（対前月比）

5.85
（0.45）

－
－ 5.85 －％粗大ごみ

（対前月比）
計

（対前月比）
町民1人当り（㎏）
（対前月比）

缶・びん・
ペットボトル等
（対前月比）

（単位：トン）

未来のためのリサイクル

A A BB

※5月3～5日は、ごみの収集はありません。

5月
収集地区

向粟崎1・3・4丁目

旭 ヶ 丘

千 鳥 台

緑 台

向粟崎2・5丁目

向 陽 台

ア カ シ ア

鶴ヶ丘1・2・3丁目

鶴 ヶ 丘 4 丁 目

鶴 ヶ 丘 5 丁 目

大 清 台

ハ マ ナ ス

大 学 1 丁 目

大 学 2 丁 目

大 根 布

宮 坂

北 部 土 地 区 画

西 荒 屋

室

湖 西

4月
もえる
ごみ

粗大
ごみ

もえない
ごみ 資源物 資源物もえる

ごみ
粗大
ごみ

もえない
ごみ

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

9

9

9

9

11

11

11

11

11

11

11

11

11

2

2

2

2

2

2

14

14

14

14

8

8

8

1

8

1

1

1

1

7

7

7

7

7

7

2 7
22

11:30～12:00
18:30～19:30

15
19:00～20:00

15
18:30～19:30

15
19:00～20:00

15
19:30～20:30

17
19:00～20:00

17
19:30～20:30

17
19:00～20:00

18
6:30～7:30

25
6:30～7:30

24
19:00～20:00

24
19:00～20:00

20
8:00～8:30

22
8:00～9:00

22
19:00～20:00

22
18:30～19:30

22
19:00～20:00

22
19:00～20:00

22
19:00～20:00

22
18:30～19:30

毎週
火・金

毎週
月・木

毎週
火・金

11

11

11

11

13

13

13

6

13

6

6

6

6

4

4

4

4

4

4

9

9

9

9

10

10

10

3

10

3

3

3

3

2

2

2

2

2

2

4 2
24

11:30～12:00
18:30～19:30

17
19:00～20:00

17
18:30～19:30

17
19:00～20:00

17
19:30～20:30

19
19:00～20:00

19
19:30～20:30

19
19:00～20:00

20
6:30～7:30

27
6:30～7:30

26
19:00～20:00

26
19:00～20:00

22
8:00～8:30

24
8:00～9:00

24
19:00～20:00

24
18:30～19:30

24
19:00～20:00

24
19:00～20:00

24
18:00～19:00

24
18:30～19:30

04月18日［水］
05月16日［水］

04月19日［木］
05月17日［木］

04月20日［金］
05月18日［金］

●向粟崎保育所
●北部保育所

※●白帆台保育園
※●旧宮坂保育所

●緑台保育所
●鶴ヶ丘保育所
●向陽台保育園

●鶴ヶ丘東保育所
●大根布保育所

向粟崎
アカシア
旭ケ丘
緑台
千鳥台
向陽台
鶴ケ丘東
鶴ケ丘4丁目
鶴ケ丘5丁目
大根布
大清台

1,709

443

419

780

1,335

731

1,596

938

652

1,621

481

1,810

553

474

842

1,386

798

1,656

1,017

685

1,680

465

3,519

996

893

1,622

2,721

1,529

3,252

1,955

1,337

3,301

946

1,211

372

329

610

914

538

1,132

723

521

1,148

442

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

◆内　町字別人口世帯数 平成19年2月末

大学1丁目
大学2丁目
ハマナス
宮坂
北部土地区画
西荒屋
室
湖西
計
前月増減

45

337

393

418

258

519

218

77

12,970

△9

229

331

403

439

254

528

252

83

13,885

△2

274

668

796

857

512

1,047

470

160

26,855

△11

250

269

288

270

152

332

147

50

9,698

△2

男
人 口
女 総 数

世帯数区 分

休日リサイクルとして、新聞・雑誌・ダンボール等の持込収集を次のとおり
行います。ご協力をお願いします。

問い合せ先

4月22日［日］午前10時～午前11時30分（時間厳守・雨天決行）

場　所

収集品目 ①新聞（チラシが混ざっていても構いません。）
②雑誌類　③ダンボール（止め金ははずしてください。）

注意事項 ●ビニール類は取り除いてください。●はさみ、カッター類を持参し、
その場でひも類は切ってください。●持込場所ではボランティアスタ
ッフの指示に従い、種類別にかごに入れてください。●引き取り料は
ありません。

日　時

町民生活課 環境対策室 TEL.286-6701

田中畜産食肉㈱内 工場前駐車場（大根布5丁目73 ㈲中山器材産業横）

※これら2ヶ所の収集時間については、後日チラシ等でお知らせします。
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み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

私
は
遊
学
館
高
校
の
バ
ト

ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
の
コ
ー
チ

を
長
い
間
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
自
分
が
指
導
す
る
と

い
う
よ
り
子
ど
も
た
ち
か
ら

教
え
ら
れ
る
こ
と
の
方
が
多

い
で
す
し
、
非
常
に
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
で
す
ね
。
過

去
に
は
全
国
大
会
２
位
と
い

う
成
績
を
お
さ
め
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
私
自
身
は
バ
ト
ン
を
小
学
生
の
頃
か
ら
始
め
、
中
学
生

の
頃
に
は
す
で
に
「
将
来
自
分
は
バ
ト
ン
の
先
生
に
な
る
ん
だ
」
と

い
う
強
い
思
い
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。
周
囲
の
方
々
の
お
陰
で
今
で

も
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
幸
せ
に
思
い

ま
す
。
そ
の
頃
に
は
バ
ト
ン
そ
の
も
の
の
認
知
度
も
低
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
で
は
競
技
人
口
も
増
え
、
小
さ
な
頃
か
ら
バ
ト
ン
を
や

っ
て
い
る
子
も
多
く
な
り
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
子
ど
も
た
ち

を
み
て
い
る
と
、
本
当
に
可
能
性
の
宝
庫
で
、
何
か
に
一
生
懸
命
に

な
れ
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
単
に
バ
ト
ン
の
技
術

や
動
き
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
高
校
時
代
と
い
う
貴
重
な

時
期
に
、
バ
ト
ン
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。

内

町
内
の
体
育
施
設
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

予
約
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

次回のまいどさんは
小林さんから
誰にバトンタッチ
するのかお楽しみに!

このコーナーでは、
毎回出場者に次回出場者を

リレー方式で
紹介してもらいます。

今
月
は

明
福
さ
ん
か
ら
紹
介
の
あ
っ
た

小
林
久
仁
子
さ
ん

に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

め
い
ふ
く

こ
ば
や
し

く

に

こ

小林久仁子さん

内

町
社
会
福
祉
協
議
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
金
沢
信
用
金
庫
様
よ
り

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
、
移
動
型
ス
ク
リ
ー
ン

の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

◆
吉
岡
典
子
様
よ
り
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

平
成
19
年
３
月
12
日
迄

氏

名

父
・
母

住

所

荒
島
あ
ら
し
ま

千
花
ち

か

正
浩
・
佐
和
子

宮
坂

谷
内
や

ち

心
太
こ
こ
と

力
・
真
紀

大
根
布
６

田
中
た
な
か

壱
星
い
っ
せ
い

博
義
・
美
紀

西
荒
屋

大
浦
お
お
う
ら

旦だ
ん

正
人
・
真
由

向
陽
台
２

根
布
長

ね
ぶ
ち
ょ
う

真ま
り
ん

亮
・
有
貴
乃

大
根
布
３

竹
野
た
け
の

末
美
ま

み

祐
介
・
恵
子

大
根
布
３

坪
田

つ
ぼ
た

都
和

と

わ

豊
和
・
真
希

鶴
ケ
丘
１

蓑
輪
み
の
わ

斗
亜
と

あ

保
之
・
真
由
美

向
粟
崎
２

永
山

な
が
や
ま

綺
良

き

ら

亮
一
・
沙
緒
利

大
根
布
８

北
崎
き
た
ざ
き

七
海
な
な
み

健
二
・
智
子

向
粟
崎
２

権
野

ご
ん
の

愛
花

あ
い
か

賢
次
・
理
愛

千
鳥
台
３

若
林
わ
か
ば
や
し

羽
菜
は

な

大
・
早
智
江

ハ
マ
ナ
ス
２

南み
な
み

叶
夢
か
な
め

彰
吾
・
め
ぐ
み

大
根
布
５

畠は
た

豪
希
か
つ
き

俊
治
・
美
乃

鶴
ケ
丘
２

新
田
に
っ
た

聖
良
せ

ら

大
嗣
・
由
美

西
荒
屋

大
西
お
お
に
し

芽
衣
め

い

慎
也
・
美
穂

向
粟
崎
１

木
下
き
の
し
た

れ
ん

克
昌
・
百
恵

鶴
ケ
丘
４

黒
田

く
ろ
だ

悠
人

ゆ
う
と

大
樹
・
一
世

西
荒
屋

新
出
し
ん
で

純
汰
じ
ゅ
ん
た

純
一
・
実
里

向
陽
台
２

小
城

こ
し
ろ

亜
琉

あ

る

誠
・
聖
子

大
根
布
８

中
林
な
か
ば
や
し

千
月
ち
づ
き

祥
康
・
千
早

湖
西

加
藤
か
と
う

康
太
郎

こ
う
た
ろ
う

亮
二
・
晃
子

緑
台
２

神じ
ん

秀ひ
で

明あ
き

向
陽
台
２

宇
都
宮

う
つ
の
み
や

千ち

鶴づ
る

金
沢
市

熊く
ま

野の

誠せ
い

士じ

鶴
ケ
丘
５

新し
ん

奈
美
子

な

み

こ

長
谷
部

は

せ

べ

健け
ん

作さ
く

岐
阜
県

小こ

西に
し

麻
衣
子

ま

い

こ

鶴
ケ
丘
５

庄し
ょ
う

田だ

英ひ
で

喜き

向
陽
台
１

野の

端ば
た

真
夕
美

ま

ゆ

み

野
々
市
町

柿か
き

澤ざ
わ

諭
さ
と
る

鶴
ケ
丘
２

糸い
と

屋や

優ゆ
う

香か

中な
か

田だ

勝
ま
さ
る

大
学
２

赤あ
か

土ど

史
絵
子

り

え

こ

金
沢
市

織お

田だ

一か
ず

秀ひ
で

西
荒
屋

宮み
や

澤ざ
わ

紗さ

樹き

た
か

見み

章あ
き

典の
り

愛
知
県

上か
み

山や
ま

し
の
ぶ

向
陽
台
２

よ
し

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

大
根
布
４

西に
し

尾お

都
華
紗

つ

か

さ

金
沢
市

氏

名

住

所

氏

名

住

所

年

齢

中
道

な
か
み
ち

ナ
ヲ
子こ

ア
カ
シ
ア
２

71
歳

伊
戸
川

い
と
が
わ

喜
代
治

き

よ

じ

大
根
布
４

92
歳

橋
本

は
し
も
と

好
二

よ
し
じ

向
粟
崎
２

94
歳

野の
ざ
き

て
つ

向
粟
崎
２

94
歳

氷
見
山

ひ

み

や

ま

春
枝
は
る
え

大
根
布
４

77
歳

銭
丸
ぜ
に
ま
る

秀
男
ひ
で
お

大
清
台

69
歳

生
田
い
く
た

き
よ
し

宮
坂

83
歳

津
幡
つ
ば
た

乙
吉
お
と
き
ち

西
荒
屋

88
歳

山
た
か
や
ま

吉
男
よ
し
お

緑
台
１

83
歳

前ま
え
さ
き

一
枝

か
ず
え

室

90
歳

吉
田
よ
し
だ

伊
三
雄

い

さ

お

宮
坂

64
歳

小
山

こ
や
ま

む
め
子こ

千
鳥
台
２

85
歳

野
崎
の
ざ
き

豊
子
と
よ
こ

向
陽
台
１

84
歳

徳
光

と
く
み
つ

美
幸

み
ゆ
き

ア
カ
シ
ア
２

16
歳

千
野
ち

の

眞
次
し
ん
じ

鶴
ケ
丘
４

72
歳

下
村
し
も
む
ら

梅
子
う
め
こ

向
粟
崎
２

80
歳

辻
口
つ
じ
ぐ
ち

晴
美
は
る
み

鶴
ケ
丘
４

59
歳

光
と
ぎ
み
つ

紀
久
子

き

く

こ

緑
台
１

56
歳

荒
木
あ
ら
き

み
ど

り

向
粟
崎
１

94
歳

武
田
た
け
だ

巴
と
も
え

ア
カ
シ
ア
２

93
歳

こ
ど
も
教
育
相
談

1
２
８
６
ー
０
１
５
１

午
後
１
時
〜
４
時（
月
〜
金
曜
日
）

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象

に
し
ま
す
。

内

町
教
育
セ
ン
タ
ー
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うちなだの軌跡
今月のハイライト

平成10年3月13日
「生涯学習都市宣言」決議

第22回

平成10年3月13日、内 町議会は議会・行政・町民

が一体となって生涯学習を推進していくことを目的に

県内で唯一となる「生涯学習都市宣言」を決議しました。

これに先立ち、町では生涯学習推進基本構想策定委員

会を設置し、2年にわたり多角的に調査、研究を続けて

きました。また、議会でも生涯学習に関する質疑応答

が活発に行われ、平成10年にこの「生涯学習都市宣言」

の議決に至ったのです。この議決後、同年11月にはボ

ランティアが主体となり運営を行うイベント「砂丘フェ

スティバル」が開催され、翌平成11年には「アカシアロ

マンチック祭」が始まり、生涯学習の具体的な施策を協

議する「学びの風推進協議会」が発足しました。これら

は現在も、発展しながら継続的におこなわれており、

「文化の町」内 にはいまなおさわやかな学びの風が

吹き抜けています。

●毎年行われているアカシアロマンチック祭

毎
月
の
こ
と
で
す
が
、
月
の
後
半
、

特
に
月
の
最
後
の
週
は
と
に
か
く
時
間

が
勝
負
で
焦
り
ま
く
っ
て
い
ま
す
（
４

月
号
は
他
の
こ
と
で
も
結
構
時
間
を
と

ら
れ
た
り
し
て
特
に
厳
し
か
っ
た
で

す
）。
そ
し
て
、
や
っ
と
校
了
ま
で
た
ど

り
つ
く
と
、「
今
月
号
も
な
ん
と
か
出
せ

る
な
」
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。
そ
し
て
大

体
コ
ー
ヒ
ー
を
一
杯
飲
み
ま
す
。
こ
の

束
の
間
の
ホ
ッ
と
で
き
る
時
間
は
、
な

か
な
か
良
い
も
の
で
す
。
人
間
に
必
要

な
時
間
で
す
。
そ
し
て
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

み
終
わ
る
と
、
ま
た
次
の
号
の
準
備
を

始
め
ま
す
。
そ
ん
な
毎
日
で
す
。
４
月

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

K．

K．

▼
昨
今
自
然
は
次
々
に
記
録
を
塗
り
替

え
、私
た
ち
を
驚
か
せ
続
け
て
い
ま
す
。

雪
の
な
い
暖
か
い
冬
。
三
月
に
入
っ
て

の
突
然
の
寒
さ
。
そ
し
て
能
登
半
島
地

震
。
こ
の
先
何
が
起
こ
る
の
か
と
身
構

え
ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。
▼
「
不
都

合
な
真
実
」
と
い
う
ア
ル
ゴ
ア
元
米
副

大
統
領
制
作
の
映
画
を
観
ま
し
た
。
人

類
は
自
ら
を
滅
亡
に
導
く
た
め
に
、
繁

栄
と
い
う
重
ね
着
を
し
て
い
る
の
か

と
、薄
ら
寒
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

▼
花
開
く
春
。
輝
く
瞳
で
は
に
か
む
新

入
学
生
と
そ
の
子
・
孫
た
ち
が
、
五
十

年
後
も
百
年
後
も
、
花
の
よ
う
に
笑
っ

て
い
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。
▼
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
が
何
な
の
か
、
想
わ
な

い
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

M．

K．


